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戸

全
体
と
し
て
の
企
業
の
価
値
は
、
予
想
的
成
果
（
国
鳥
自
律
の
の
円
き
］
、
）
の
現
在
に
割
引
か
れ
た
価
値
、
す
な
わ
ち
資
本
還
元
価
値
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
周
知
の
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
経
営
学
の
主
流
は
、
資
本
還
元
さ
る
べ
き
予
想

的
成
果
を
、
企
業
の
予
想
的
純
収
益
で
あ
る
と
定
義
し
て
き
た
。
た
野
、
従
来
、
予
想
的
純
収
益
の
測
定
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、
主
流
内
部

（
１
）

に
ｌ
シ
雲
マ
ー
レ
ン
パ
ッ
ハ
と
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
り
袋
さ
れ
る
の
だ
が
ｌ
若
干
二
篝
ア
ン
ズ
の
鑿
が
み
ら
れ
た
．
が
そ
れ
と

て
も
、
根
本
的
な
相
違
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
上
で
、
こ
の
よ
う
な
企
業
評
価
、
つ
ま
り
、
予
想
的
純
収
益
、
同
じ
こ
と

だ
が
、
企
業
の
予
想
的
費
用
と
収
益
を
計
算
基
礎
と
す
る
や
り
方
を
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
伝
統
的
な
企
業
評
価
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ

て
・
も
、

だ
が
、

）
ウ
ロ
フ
。

と
こ
ろ
が
、
か
入
る
伝
統
的
な
費
用
ｌ
収
益
に
よ
る
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
、
い
わ
ゆ
る
収
益
価
値
の
計
算
は
、
正
し
い
企
業
評
価

（
２
）

と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
費
用
と
収
益
に
よ
る
計
算
は
、
た
ん
に
補
助
的
計
算
に
す
ぎ
な
い
。
」
企
業
の
価
値
に
と
り
決

投
資
計
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と
企
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評
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７
）

も
っ
と
も
、
企
業
謡
に
お
け
る
支
出
‐
収
入
計
算
と
雷
ｌ
収
益
計
算
と
の
間
に
は
、
ｌ
個
別
的
な
投
資
計
算
の
鑿
と
同
様
に

Ｉ
一
定
の
関
譲
み
い
だ
さ
れ
る
．
お
Ｌ
ざ
つ
ば
に
い
っ
て
、
企
業
の
年
間
誉
支
出
は
喬
誓
愛
用
に
等
し
く
、
年
間
収
入
は
年

間
収
益
と
一
致
す
る
と
仮
定
し
て
も
よ
い
．
さ
ら
に
、
単
純
再
生
産
の
も
と
で
は
、
経
営
に
と
り
必
襄
流
動
蔓
誓
Ｉ
し
た
が
っ（
８
）

て
ま
た
議
蔓
薔
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
資
本
額
ｌ
は
不
変
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
の
投
資
支
出
は
一
回
限
り
の
性
格
を
も
つ
．

投
資
と
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
Ｚ
ハ
ツ
〈
に
よ
る
と
、
「
自
由
な
資
本
」
１
１
貸
付
可
能
な
貨
幣
形
態
に
あ
る
資
本
を
、
「
拘
束
さ
れ
た
資
本
」

（
５
）

ｌ
蔓
的
な
再
生
臺
程
で
機
龍
す
る
資
本
に
鰭
形
す
る
こ
と
で
あ
る
．
転
形
さ
れ
、
拘
束
さ
れ
た
桑
は
、
正
常
な
状
態
の
も
と
で

は
、
現
実
的
過
程
に
お
け
る
運
動
、
い
わ
ゆ
る
「
経
営
循
環
過
程
」
（
蔚
日
の
す
］
片
営
の
Ｈ
ｐ
Ｂ
ｍ
自
国
日
日
の
国
）
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
、
自
ら
を

維
持
し
、
し
か
も
一
定
の
利
潤
を
と
も
な
っ
た
収
入
と
し
て
再
流
動
化
し
還
流
し
て
く
る
。
し
て
み
る
と
、
投
資
過
程
は
、
シ
ュ
ナ
ィ
ダ

ー
と
と
も
に
、
現
実
的
再
生
産
過
程
に
対
す
る
「
支
出
の
流
れ
あ
る
い
は
系
列
」
と
、
そ
れ
に
対
向
す
る
「
収
入
の
流
れ
あ
る
い
は
系
列
」

（
６
）
．

に
よ
り
特
長
づ
け
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
計
算
の
目
的
は
、
現
実
的
過
程
に
拘
束
さ
れ
た
資
本
が
も

た
ら
す
利
潤
を
測
定
す
る
こ
と
、
い
上
か
え
る
と
、
投
資
と
結
び
つ
い
た
支
出
と
収
入
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
の
価
値

も
、
そ
れ
が
「
資
本
の
価
値
」
で
あ
る
限
り
、
か
入
る
意
味
で
の
支
出
と
収
入
、
あ
る
い
は
純
収
入
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。

一一

定
的
な
の
は
、
企
業
の
将
来
の
費
用
と
収
益
１
－
１
あ
る
い
は
予
想
的
純
収
益
で
な
く
て
諺
企
業
の
将
来
の
支
出
と
収
入
１
－
－
あ
る
い
は
予

想
的
純
収
入
の
み
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
企
業
価
値
測
定
に
あ
た
っ
て
、
企
業
は
、
た
と
え
複
雑
な
形
を
と
っ
て
い
よ
う
と
も
、
一
つ

の
投
資
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
企
業
評
価
は
、
も
と
、
も
と
、
投
資
を
特
長
づ
け
る
計
算
要
素
１
－
支
出
と
収
入
１
－
を
基
礎
と

（
３
）
（
４
）

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



と
す
れ
ば
、
支
出
Ｉ
収
入
を
基
礎
と
す
る
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
ｌ
純
収
入
の
現
価
と
藝
用
ｌ
収
益
を
基
礎
と
す
る
そ
れ
Ｉ
純

収
益
の
現
価
と
の
間
の
相
違
は
、
基
本
的
に
は
、
設
備
に
対
す
る
再
投
資
支
出
と
減
価
償
却
費
と
の
関
係
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
い
っ
て

い
上
で
あ
ろ
う
。
さ
き
ま
わ
り
し
て
い
え
ば
、
再
投
資
の
期
間
ま
で
、
減
価
償
却
に
よ
り
設
備
に
拘
束
さ
れ
た
資
本
が
減
少
し
、
反
対
に

自
由
な
資
本
が
増
加
す
る
と
い
う
事
態
を
、
設
備
に
対
す
る
再
投
資
支
出
の
現
価
は
計
算
の
な
か
に
ふ
く
め
て
い
る
が
、
他
方
、
減
価
償

却
費
の
現
価
は
無
視
し
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
か
入
る
事
情
が
、
伝
統
的
な
費
用
Ｉ
収
益
計
算
に
も
と
づ
く
企
業
の
予
想
的
成
果

（
９
）

価
値
、
い
わ
ゆ
る
収
益
価
値
を
あ
や
ま
っ
た
結
果
に
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
費
用
ｌ
収
益
計
算
を
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
一

致
す
る
よ
う
変
形
し
、
調
整
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
試
み
る
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
は
、

⑱
）

費
用
ｌ
と
く
に
籍
償
却
費
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
鍵
鬮
計
算
の
枠
を
こ
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
．
そ
れ
は
、
支
出
Ｉ
収
入
に
よ
っ

て
特
長
づ
け
ら
れ
る
企
業
の
「
財
務
経
済
的
領
域
」
を
、
費
用
１
収
益
に
よ
っ
て
特
長
づ
け
ら
れ
る
「
給
付
経
済
的
領
域
」
の
平
面
に
投

影
し
、
か
つ
そ
の
な
か
に
解
消
し
て
し
ま
う
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
本
来
、
企
業
の
「
財
務
経
済
的
領
域
」

（
ｕ
）

と
「
給
付
経
済
的
領
域
」
と
は
、
「
階
層
」
関
係
に
あ
る
。
い
Ｌ
か
え
る
と
、
企
業
の
財
務
過
程
は
、
現
実
的
再
生
産
過
程
を
土
（
ｐ
と
す

（
⑫
）

る
い
わ
ば
「
上
部
構
造
」
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
個
汽
の
支
出
や
収
入
が
当
該
年
度
の
費
用
や
収
益
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
年
間
の
支
出
額
と
収
入
額
が
年
間
の

費
用
と
収
益
に
等
し
く
な
る
と
き
に
は
、
明
ら
か
に
、
伝
統
的
な
費
用
ｌ
収
益
計
算
に
よ
る
企
業
評
価
は
、
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
る
そ

れ
と
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
上
る
事
例
は
、
毎
年
、
現
存
設
備
か
ら
生
ず
る
流
動
的
な
減
価
償
却
額
が
、
設
備
の
取
替
・
更
新
の
た
め

（
囮
）

（
皿
）

の
投
資
支
出
と
均
衡
を
た
も
つ
場
合
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
均
衡
状
態
」
の
成
立
過
程
を
説
明
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ
ー

マ
ン
。
ル
フ
チ
効
果
」
で
あ
る
。
「
資
本
遊
離
効
果
」
と
か
「
能
力
拡
張
効
果
」
と
か
い
わ
れ
る
「
ロ
ー
マ
ン
・
ル
フ
チ
効
果
」
と
は
、

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
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■

四

（
喝
）
。

「
奇
鎖
的
な
パ
ン
増
殖
」
を
も
た
ら
す
よ
う
な
「
効
果
」
を
込
）
つ
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
ん
に
、
企
業
の
設
備
構
造
が
一
定
の
条

件
を
み
た
す
と
き
に
、
減
価
償
却
に
よ
っ
て
遊
離
す
る
自
由
な
貸
本
を
設
備
に
対
す
る
追
加
投
資
と
し
て
利
用
す
る
と
、
年
間
再
投
資
支

出
と
年
間
減
価
償
却
額
と
の
間
に
「
均
衡
状
態
」
が
成
立
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
効
果
」
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
従
来
バ
ラ
バ
ラ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
投
資
計
算
あ
る
い
は
経
済
性
計
算
の
理
論
、
企
業
評
価
、
お
よ
び
減

価
償
却
資
金
か
ら
の
金
融
問
題
な
ど
が
、
二
つ
の
統
一
的
な
関
連
の
う
え
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
経
営
学

ｌ
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
経
営
学
ｌ
の
か
な
め
を
な
し
て
き
た
企
篝
価
諭
企
業
価
値
の
決
定
原
雲
正
し
く
つ
か
む
こ
と
に
よ
っ
て

「
経
営
財
務
」
に
統
一
的
な
理
論
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
入
る
関
連
を
と
き
ほ
ど
し
な
が
ら
、
財
務
過
程
に
お
け

る
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

序
述
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
、
も
っ
と
も
簡
単
な
投
資
形
態
か
ら
出
発
し
て
投
資
計
算
の
基
本
原
則
を
展
望
し
、
あ
わ
せ
て
投
資
計

算
の
諸
方
法
を
篝
す
る
．
つ
い
で
、
掴
蕊
の
投
資
が
讃
に
持
続
す
る
企
業
活
動
の
一
環
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
き
の
問
題
ｌ
薯

・
更
新
問
題
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
支
出
Ｉ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
評
価
と
伝
統
的
な
費
用
ｌ
収
益
計
算
に
よ
る
企
業
評
価
と
の
関
連

を
追
跡
し
な
が
ら
、
企
業
評
価
の
一
般
原
則
を
導
き
出
す
。
と
同
時
に
、
伏
線
と
し
て
自
由
な
資
本
の
発
生
と
処
理
を
指
摘
し
な
が
ら
、

つ
ぎ
の
彼
却
資
金
が
追
加
投
資
さ
れ
る
さ
い
の
企
業
評
価
に
向
う
こ
と
に
す
る
。

舷（
１
）
シ
ュ
マ
ー
レ
ソ
バ
ッ
ハ
は
、
資
本
還
元
の
蕊
礎
と
し
て
の
予
想
的
純
収
益
を
測
定
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
比
較
基
単
と
な
る
過
去
の
平
均
的
純

収
益
を
算
出
し
、
そ
れ
を
将
来
の
展
望
に
照
し
て
修
正
す
る
と
い
う
逆
順
を
す
上
む
。

『
、
］
・
ロ
・
牌
彦
曰
凹
一
目
宮
８
ｓ
】
の
】
巌
［
の
一
二
碩
目
、
既
ヨ
目
凶
の
日
。
、
．
Ｐ
シ
ロ
『
一
・
忌
望
》
ぬ
．
ｓ
魚
・

他
方
、
メ
レ
掴
が
イ
ッ
チ
は
、
市
場
飼
査
に
よ
り
左
ず
将
来
の
売
上
高
を
見
積
り
、
そ
れ
か
ら
過
去
の
鞭
象
と
の
比
較
を
通
じ
て
期
待
さ
る
べ
き



１
１
１
「
「
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

（
５
）
ぐ
碩
一
・
ロ
・
の
。
彦
日
巳
の
口
冨
、
匡
帥
【
四
℃
】
画
一
》
【
円
の
＆
庁
口
且
凶
ロ
⑪
・
函
・
少
巨
［
』
・
忌
日
・
の
ｍ
・
圏
索
・
巨
・
程
焦
・
拙
稿
、
前
掲
織
女
、
参
照

（
６
）
ぐ
顕
］
・
因
・
の
。
ゲ
ロ
の
昼
の
『
印
ご
く
胃
佇
の
。
匡
禺
臣
】
●
ず
弄
凰
厨
『
の
、
二
目
巨
口
願
円
苣
の
Ｃ
己
の
』
の
Ｈ
旨
く
①
の
【
三
○
口
苞
』
・
缶
旦
一
・
》
巳
呂
。
、
。
、
頭
・

言
・
伊
。
一
日
〕
国
ロ
ロ
“
同
旨
菖
声
『
巨
曰
岨
ご
臼
⑦
】
ｗ
の
月
】
の
す
⑩
ョ
】
Ｈ
厨
、
忘
禺
（
の
｝
①
汀
『
の
ご
頤
・
少
巨
［
］
・
》
皀
詔
》
の
Ｐ
圏
ｌ
隠
巨
・
息
】

（
７
）
く
い
一
・
句
・
勺
】
】
】
］
】
ご
己
》
ロ
ロ
庁
の
円
の
、
三
の
』
一
一
○
す
。
罰
⑦
、
ニ
ロ
巨
巨
、
の
①
］
の
ロ
】
の
ロ
（
の
ヨ
ニ
Ｃ
【
閂
自
『
①
の
盆
二
○
口
⑪
円
の
。
ケ
ョ
ニ
コ
殖
》
Ｎ
（
因
。
ど
い
つ
・
」
媚
・
］
②
⑤
Ｐ
の
．
唾
由
零
。

（
８
）
く
い
一
・
国
・
司
口
。
｝
ご
ｍ
ｐ
－
の
シ
ヴ
の
、
彦
忌
】
す
ロ
ロ
、
ご
】
①
認
）
ぬ
。
ｇ
鴎
．

（
９
）
ぐ
、
一
・
国
巨
朋
の
ご
Ｃ
ｐ
ｏ
ｏ
」
す
の
⑭
四
・
餌
。
。
。
』
の
。
③
』

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

五

将
来
の
純
収
益
を
測
定
す
る
と
い
う
行
き
方
を
と
る
②

く
い
一
・
弾
〔
・
叩
冒
①
』
］
の
Ｈ
Ｃ
曵
「
一
目
畠
〕
①
Ｈ
ご
「
９
斤
９
の
『
ご
ロ
庁
①
門
口
の
面
目
Ｐ
口
胞
回
一
の
。
■
ロ
㈱
⑦
、
〕
』
⑪
闇
・
叩
．
ｇ
廃
。

こ
の
二
つ
の
計
算
方
法
の
間
に
は
、
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
根
本
的
な
相
違
は
な
い
。
シ
ニ
マ
ー
レ
ソ
・
ハ
ツ
〈
と
て
、

「
価
値
測
定
の
未
来
関
連
性
と
い
う
原
則
」
（
可
・
㈲
：
戸
目
目
口
叩
自
営
の
。
己
①
ロ
巨
己
ご
Ｃ
【
［
島
【
①
ロ
ロ
日
ご
具
の
目
呂
目
目
、
⑭
己
の
亀
貝
冨
巨
飼
・

后
閉
》
の
．
ご
唾
）
を
強
調
す
る
こ
と
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ヅ
チ
は
、
純
収
益
の
現
価
で

あ
る
収
益
価
値
の
み
が
、
企
業
の
価
値
で
あ
る
と
い
い
【
（
冨
の
臣
の
Ｈ
Ｃ
ａ
８
』
Ｐ
Ｐ
Ｃ
・
》
の
．
』
垣
）
他
方
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ソ
・
ハ
ツ
〈
は
、
収
益
価

値
と
と
も
に
再
生
産
価
値
を
も
と
り
あ
げ
る
が
、
（
の
、
盲
目
］
の
口
冨
、
昏
苗
・
四
・
○
・
苞
ｍ
・
ヨ
球
・
）
そ
の
こ
と
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
・
ハ
ツ
〈
が
、
企

業
価
値
の
本
源
的
基
準
と
し
て
の
収
益
価
値
を
軽
視
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。

拙
稿
、
経
営
学
に
お
け
る
資
本
、
経
済
志
林
二
七
巻
四
号
、
参
照
。

（
２
）
四
．
ご
◎
口
碑
ロ
ロ
【
①
ｎ
口
の
盲
目
の
ロ
の
ず
の
ョ
の
円
日
ロ
咀
自
ロ
。
』
ず
叩
豈
局
ご
ロ
ロ
、
①
Ｐ
Ｎ
【
胃
可
③
旨
・
］
ｍ
・
ｇ
ｍ
Ｐ
叩
・
函
＆

（
３
）
『
ぬ
一
・
三
、
・
団
巨
の
、
の
『
。
ｐ
○
○
一
ケ
の
、
□
⑦
『
園
巨
斤
ロ
ロ
【
［
ｍ
の
員
○
］
醇
忌
弓
や
⑫
．
←
西
ｌ
色

（
４
）
筆
者
の
知
る
限
り
、
企
業
評
価
を
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
も
の
は
、
ア
ン
ダ
ー
ス
（
崖
・
少
且
①
『
切
諏
の
。
三
国
目
⑭
冨
巨
の
日

弓
の
】
色
の
円
同
円
庁
国
晒
⑪
ニ
ョ
円
戸
の
日
昌
巳
巨
ロ
、
ご
Ｃ
ロ
ロ
日
の
目
の
豈
日
の
ロ
・
ロ
】
の
ご
「
一
門
厨
、
目
［
扇
官
麗
目
胞
．
③
．
］
岨
・
》
己
困
・
の
．
届
函
）
、
プ
ッ
セ
・
フ

ォ
ン
・
コ
ル
ペ
（
ヨ
●
・
団
扇
、
の
ご
Ｃ
ｐ
Ｏ
ｏ
］
ず
の
凸
・
回
・
○
・
》
）
お
よ
び
ボ
ス
（
国
．
ご
◎
臣
印
Ｐ
四
・
○
・
》
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ア
ソ
ダ
ー
ス
は
問

題
の
指
摘
に
と
箕
ま
っ
て
い
る
。
後
の
二
人
、
と
り
わ
け
、
プ
ッ
セ
・
フ
ォ
ン
・
コ
ル
ペ
は
、
も
っ
と
も
詳
細
に
問
題
を
整
理
し
、
展
開
し
て
い

る
｡ 



て
み
よ
う
。
収
入
６
が
、
少
く
、

件
が
み
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

Ｈ
投
資
が
「
生
産
的
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
収
入
が
支
出
を
回
収
す
る
だ
け
で
は
充
分
で
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
が
、
企
業
に
と
り
充

分
な
も
の
と
み
な
さ
れ
う
る
一
定
の
利
子
率
を
下
廻
ら
な
い
利
回
り
を
も
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
利
子
率
、
計
画
さ
れ
た
投

（
１
）
 

資
の
「
経
済
性
」
の
尺
度
を
な
す
利
子
率
が
、
「
計
算
利
子
率
」
（
【
＆
丙
ロ
］
胃
一
・
口
の
Ｎ
旨
の
甘
口
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
記
号
・
Ｚ
で
し
め
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
簡
単
な
投
資
ｌ
邇
巨
時
点
に
お
け
る
唯
「
の
支
出
錘
、
，
時
点
に
鐙
け
る
唯
一
の
収
入
６
か
ら
な
っ
て
い
る
投
資
を
考
え

て
み
よ
う
。
収
入
６
が
、
少
く
と
も
計
算
利
子
率
・
了
に
等
し
い
利
回
り
を
と
も
な
っ
た
支
出
α
の
回
収
を
可
能
に
す
る
に
は
、
つ
ぎ
の
条

（
ｕ
）
【
・
田
ｍ
ｘ
ｗ
Ｃ
－
の
ｍ
こ
す
切
国
口
蜘
の
吋
豈
巳
日
ロ
、
色
の
【
国
の
一
『
一
の
す
の
》
ご
弓
》
ｍ
・
麗
酉
１
画
鴎

（
油
）
【
・
国
四
Ｈ
胆
色
・
回
．
。
。
ご
叩
・
層
『

（
⑫
）
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
参
照

（
遇
）
ロ
巨
協
の
『
○
口
○
．
］
ず
①
卯
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
壱
印
・
侮

な
鎧
、
企
業
の
寿
命
期
間
が
、
一
営
業
年
度
に
す
ぎ
な
い
と
か
、
企
業
が
自
己
の
固
定
設
備
を
所
有
せ
ず
、
箕
借
設
備
の
象
で
経
営
す
る
と
い
う

一〈

（
、
）
ご
ｍ
］
・
国
・
ぐ
。
毎
Ｔ
ｍ
・
ロ
。
。
占
め
の
・
農
、
ｌ
農
③
Ｆ
画
ｓ

（
ｕ
）
ぐ
媚
］
・
局
・
の
、
毒
麗
の
【
恥
の
円
巨
口
烏
『
ロ
胸
の
口
旦
自
国
Ｃ
耳
】
の
す
⑫
己
二
耳
⑩
◎
ず
呉
庁
の
一
の
一
一
『
の
）
』
・
『
色
。
』
す
ロ
。
彦
旦
の
円
。
『
一
『
【
⑰
の
ぎ
員
（
の
こ
ぐ
］
印
⑫
⑦
ロ
の
ロ
ゴ
国
［
旨
ご
》
国
（
］
・
閂
。

「ｄ卜劃１Ｗロ

，
特
殊
な
鞭
例
を
除
く
。

ご
酊
函
》
の
、
。
⑪
『
Ｆ
い
む
魚
。

二
投
餐
計
算
の
基
本
原
則（惇）



Ｆ
Ｐ
‐
１
０
１
■
■
■
１
０
リ
■
Ｂ
ｒ
ｂ
ｌ
５
，
●
．
，
－
－
１
■
■
■
Ｉ
■
Ｉ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
！
■
■
－
－
１
１
１
｜
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｂ
１
ｑ
ｌ
Ｉ
Ⅱ

、

と
す
る
と
、
ゼ
ロ
時
点
、
正
確
に
は
ゼ
ロ
．
マ
イ
ナ
ス
時
点
、
い
ふ
か
え
る
と
投
資
の
開
始
直
前
の
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
収
入

の
現
価
か
ら
支
出
の
現
価
を
差
引
い
た
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
で
な
い
と
き
、
投
資
か
ら
の
収
入
は
最
低
利
回
り
・
Ｚ
を
と
も
な
っ
た
支
出
の
回

収
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

投
資
の
近
代
理
論
に
よ
る
と
、
収
入
の
現
価
と
支
出
の
現
価
と
の
差
、
つ
ま
り
一
定
時
点
に
割
引
か
れ
た
（
関
係
せ
し
め
れ
た
）
す
べ

（
２
）
 

て
の
収
入
・
支
出
の
値
は
、
「
投
資
の
資
本
価
値
」
（
【
：
一
国
一
コ
日
芹
の
ヨ
の
Ｈ
旨
く
、
、
昼
】
。
ご
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
投
資
の
資
本
価
値
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
一
般
に
つ
ぎ
の
命
題
が
定
式
化
さ
れ
る
。
所
与
の
計
算
利
子
率
の
も
と
で
、
計

画
さ
れ
た
投
資
が
企
業
に
と
り
有
利
で
あ
る
の
は
、
投
資
の
開
始
直
前
の
時
点
（
ひ
時
点
）
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
投
資
の
資
本
価
値
が

５
）
 

マ
イ
ナ
ス
で
な
い
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
基
本
原
則
Ｉ
」
と
い
う
。

個
別
投
資
に
関
す
る
こ
の
韮
本
原
則
Ｉ
は
、
「
投
資
の
内
部
利
子
率
」
（
旨
庁
の
Ｂ
の
Ｈ
凶
口
の
百
面
①
旨
の
ｎ
円
曰
く
の
の
蔑
冒
ロ
）
と
い
う
表
現
を

投
資
の
内
繍
利
子
率
涙
と
は
、
あ
る
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
支
出
・
収
入
の
謡
が
ゼ
ロ
に
等
し
く
な
る
ｌ
あ
る
い

（
４
）
 

は
同
じ
こ
と
だ
が
、
支
出
・
収
入
の
二
つ
の
系
列
が
等
緬
と
獲
る
ｌ
よ
う
な
利
子
率
で
あ
る
．
と
す
れ
ば
読
与
の
計
嘉
子
率
の
も

と
で
投
資
が
有
利
で
あ
る
の
は
、
そ
の
内
部
利
子
率
γ
が
計
算
利
子
率
・
Ｚ
よ
り
小
さ
く
な
い
と
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
内
部
利
子
率

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

七

個
別
投
資
に
関
す
る
こ
の
韮
本
原
則
Ｉ
は
、

用
い
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
替
え
で
き
る
。

そ
れ
は
、
計
算
利
子
率
を
基
礎
に
し
て
、
ゼ
ロ
時
点
に
割
引
か
れ
た
収
入
の
現
価
が
支
出
の
現
価
よ
り
大
き
い
か
、
あ
る
い
は
少
く
と

も
そ
れ
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
を
い
み
し
て
い
る
。
第
一
式
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

引剖米割１－回Ⅳ◎
（得、）



最
後
に
、
基
本
原
則
Ｉ
は
、
投
資
と
結
び
つ
い
た
支
出
・
収
入
の
系
列
が
投
資
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
等
価
の
同
一
額
の
二
つ
の
系
列

に
変
形
さ
れ
る
、
い
い
か
え
る
と
投
資
の
期
間
に
わ
た
り
平
均
的
な
年
間
支
出
と
平
均
的
な
年
間
収
入
が
換
算
さ
れ
る
と
き
に
は
、
さ
ら

に
別
個
の
表
現
形
式
を
も
つ
こ
と
に
な
々
か
上
る
変
形
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
。
投
資
が
〃
年
の
有
限
期
間
を
も
つ
場
合
に

は、支出および収入の現価にいわゆる資本回収係数琲叩》淵ｕを乗ずることによって、投資が無限の期間にわたる
と
き
に
は
、
ｌ
そ
の
と
き
に
は
案
回
収
係
数
健
計
算
利
子
率
に
等
し
い
か
ら
ｌ
支
出
鐇
鋲
び
収
入
の
現
緬
に
た
鱒
ち
に
計
算
利
子

率
ｉ
を
乗
ず
れ
ば
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
平
均
的
な
支
出
と
収
入
が
み
い
だ
さ
れ
る
と
、
所
与
の
計
算
利
子
率
の
も
と
で
投
資
が
有
利

で
あ
る
の
は
、
平
均
的
な
年
間
収
入
が
平
均
的
な
年
間
支
出
よ
り
小
さ
く
な
い
、
あ
る
い
は
平
均
的
な
年
間
収
入
と
平
均
的
な
年
間
支
出

と
の
篝
ｌ
平
均
的
な
年
間
総
収
入
が
マ
イ
ナ
ス
で
な
い
と
き
で
あ
る
．
こ
れ
が
「
基
本
原
則
１
の
第
二
の
定
式
替
え
」
で
あ
る
．

基
本
原
則
Ｉ
と
第
二
の
定
式
替
え
と
の
間
に
も
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
は
や
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
均
的
な
年

間
収
入
と
平
均
的
な
年
間
支
出
と
の
鬚
Ｉ
平
均
的
な
年
間
護
入
は
、
投
資
の
資
本
価
値
に
薬
回
収
係
数
墓
ず
る
か
（
有
限
期

間
の
投
資
の
場
合
）
、
あ
る
い
は
計
算
利
子
率
を
乗
ず
る
（
無
限
期
間
の
投
資
の
場
合
）
こ
と
に
よ
っ
て
単
純
に
算
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ

第
一
の
定
式
替
え
」
と
い
う
。

八

が
計
算
利
子
率
よ
り
大
き
い
と
き
は
資
本
価
値
は
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
他
方
で
内
部
利
子
率
が
計
算
利
子
率
に
等
し
い
な
ら
資
本
価
値
は
ゼ

ロ
と
な
り
、
内
部
利
子
率
が
計
算
利
子
率
よ
り
小
さ
い
と
き
に
は
資
本
価
値
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
関
係
を
「
基
本
原
則
Ｉ
の

る
。

ロ
か
く
て
、
計
算
利
子
率
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
、
個
別
投
資
の
経
済
性
計
算
の
た
め
に
は
、
。
通
常
つ
ぎ
の
三
つ
の
方
法
が
あ

る
。

０
 



口
た
Ｎ
特
定
の
事
例
に
お
い
て
は
、
年
金
法
が
計
算
上
の
困
難
な
し
に
利
用
で
き
る
。
そ
こ
で
後
の
理
解
の
た
め
に
も
、
と
人
で
少

し
立
ち
入
っ
て
年
金
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。

あ
る
投
資
が
、
ゼ
ロ
時
点
に
お
け
る
支
出
Ａ
、
１
，
２
、
。
…
…
・
・
〃
時
点
に
お
け
る
同
一
額
の
〃
ヶ
の
支
出
Ｂ
、
お
よ
び
１
，
２
、
…

…
…
〃
時
点
に
お
け
る
同
一
額
の
〃
ヶ
の
収
入
か
ら
な
っ
て
い
る
場
合
。
か
入
る
投
資
の
支
出
系
列
の
構
造
は
、
実
際
上
大
き
な
意
義
を

．
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
投
資
計
算
の
さ
い
、
単
純
に
投
資
対
象
（
機
械
・
設
備
）
の
調
達
価
格
Ａ
と
、
各
年
に
わ
た
り
平
均
的
な

年
間
経
営
お
よ
び
修
繕
支
出
Ｂ
を
予
定
す
る
の
が
通
常
の
や
り
方
で
あ
る
か
ら
。
平
均
的
な
年
間
経
営
Ｉ
修
繕
支
出
Ｂ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各

年
度
末
に
支
払
わ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
平
均
年
間
支
出
【
母
は
、

円
已
の
【
ロ
。
』
の
）
と
い
レ
フ
。

ｃ
、
投
資
の
平
均
年
間
支
出
と
そ
の
平
均
年
間
収
入
と
を
比
較
す
る
。
こ
の
方
法
を
「
年
金
法
」
（
皆
目
巳
曾
の
Ｂ
の
音
』
の
）
と
い
璋
逓

こ
れ
ら
一
一
一
つ
の
方
法
は
、
基
本
原
則
Ｉ
の
異
っ
た
表
現
形
式
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
実
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
同
一
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

三
つ
の
方
法
の
う
ち
ど
れ
が
具
体
的
な
場
合
に
適
用
さ
る
ぺ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、
理
論
的
な
考
察
に
と
っ
て
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
が
ら

。
（
６
）

で
あ
る
。

ａ
》
投
資
の
開
始
直
前
の
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
安
本
価
値
を
計
算
し
》
そ
の
符
号
が
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
を
し
ら
べ
る
。
こ

れ
を
「
資
本
価
値
法
」
（
【
§
旨
一
三
⑦
耳
日
の
局
・
ロ
①
）
、
あ
る
い
は
「
割
引
法
」
（
口
の
丙
・
ロ
菌
の
日
口
腹
の
日
①
目
且
の
）
と
い
う
。

ｂ
、
投
資
の
内
部
利
子
率
を
計
算
し
、
そ
れ
を
計
算
利
子
率
と
比
較
す
る
。
こ
の
方
法
を
「
内
部
利
子
率
法
」
（
旨
芹
の
Ｂ
の
困
旨
⑩
甘
口
‐

投
資
叶
算
と
企
業
呼
価
の
原
理
（
内
藤
）

［
母
Ⅱ
崖
・
龍
池
畔
十
口

￣ 

△｡ 
､￣ 

九



と
な
る
。
貝
壗
を
み
つ
け
る
に
は
、
調
達
価
格
に
資
本
回
収
係
数
を
乗
じ
、
か
く
て
生
ず
る
値
に
平
均
的
な
年
間
経
営
１
修
総
支
出
を
加

算
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
調
達
価
格
に
溢
本
回
収
係
数
を
乗
じ
て
え
ら
れ
る
値
は
、
し
ば
し
ば
「
資
本
用
役
」
（
『
〈
：
冒
一
」
一
目
⑪
（
）
と
い

（
７
）
 

わ
れ
る
。
か
上
る
表
現
を
用
い
る
な
ら
、
平
均
的
な
年
間
支
出
は
、
「
盗
本
用
役
」
に
平
均
的
な
年
間
経
営
ｌ
修
繕
支
出
を
く
わ
』
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
鐙
、
鑓
時
点
Ｉ
投
資
期
間
の
終
り
に
、
薦
が
プ
ラ
ス
の
残
存
価
値
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
篤
の
売
却
に
よ
っ
て
入
手
で
き

る
場
合
。
残
存
価
値
を
収
入
の
系
列
に
く
わ
え
る
よ
り
、
設
備
の
売
却
に
よ
っ
て
入
手
し
う
る
収
入
Ｒ
を
平
均
的
な
年
間
支
出
の
控
除
と

み
な
す
方
が
合
目
的
的
で
あ
る
。
〃
時
点
に
入
る
金
額
Ｒ
は
、

と
な
り
、
右
返
を
整
理
す
る
と
、
脚
式
は

閃
『
Ｐ
＋
、
）
ａ
門
』

！
「
ｌ

合）
Ｐ
＋
｛
）
■
ｐ
＋
』
）
■
－
Ｐ
１
（
』
＋
、
）
百
１
』

の
大
き
さ
の
〃
ヶ
の
項
か
ら
な
る
同
一
額
の
系
列
と
等
価
で
あ
る
か
ら
、
収
入
Ｒ
は
②
式
の
平
均
年
間
支
出
か
ら
③
式
の
額
だ
け
差
引
い

た
も
の
に
等
し
い
。
残
在
価
値
が
あ
る
場
合
の
平
均
年
間
支
出
〔
毎
は
、

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

上
例
の
よ
う
に
投
資
の
支
出
系
列
が
単
純
な
構
造
を
も
つ
と
き
、
実
際
上
複
利
計
算
を
さ
け
る
た
め
、
い
わ
ば
「
近
似
的
な
年
金
法
」

〔釘Ⅱ径・触拒弛乢＋国１３鞭Ⅱ割

厚Ⅱ（缶－門）．（輪逝乢＋愚十回

１戸
一

〆￣、

匿
、－’

－－ 

○ 



（
：
頁
・
凶
ョ
胃
ご
①
ン
ゴ
ロ
巳
威
扇
冒
の
ｓ
ｏ
」
Ｃ
）
が
使
用
さ
れ
る
。
ま
ず
、
投
盗
対
象
（
機
械
・
設
備
）
が
役
安
期
間
末
に
残
存
価
値
を
も

た
な
い
事
例
に
つ
い
て
そ
の
本
質
を
述
べ
よ
う
。
設
備
の
調
達
価
格
Ａ
が
、
〃
年
の
う
ち
に
利
子
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
回
収
さ
る
べ
き

な
ら
、
毎
年
△
〃
が
回
収
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
調
達
価
格
Ａ
が
．
ｚ
の
利
子
つ
き
で
回
収
さ
る
ぺ
き
な
ら
、
第
一
年
度
は

Ａ
ｌ
〃
の
み
な
ら
ず
、
利
子
分
段
も
回
収
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
年
度
に
入
る
と
再
び
Ａ
’
九
の
回
収
。
と
こ
ろ
が
第
一
年
度
末
に

Ａ
ｌ
〃
が
回
収
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
設
備
は
第
二
年
度
に
は
調
達
価
格
の
残
存
額
』
Ｃ
ｌ
非
）
の
利
子
だ
け
を
も
た
ら
せ
ば
よ
い
。
合
計

すれば、小十畳Ｐｌ非）。最後の第〃年度には、同じようにしてまずＡｌ〃の回収。まだ回収されていない調達価格の

最
終
残
存
額
澤
口
ｌ
隠
弧
）
の
利
子
。
合
計
、
小
十
聰
。
で
あ
る
か
ら
、
年
間
平
均
し
て
入
手
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
利
子
は
、

厚
Ⅱ
小
十
噸
・
臘
斗
ト
＋
国

一ｍ）

で
あ
る
。
伺
式
の
厚
は
、
直
線
法
に
し
た
が
っ
て
計
算
さ
れ
た
調
達
価
格
の
年
間
減
価
償
却
額
、
平
均
的
な
年
間
利
子
、
平
均
的
な
年

間
経
営
ｌ
修
繕
支
出
の
合
計
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
近
似
的
で
あ
っ
て
正
確
で
は
な
い
。
正
確
な
年
金
法
に
よ
る
と
、
「
資

本
用
役
」
は
設
備
調
達
価
格
に
資
本
回
収
係
数
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
、
逆
に
す
べ
て
の
「
資
本
用
役
」
の
け
時
点
に
割
引
か
れ
た
現
価
は

調
達
価
格
に
等
し
い
。
近
似
的
な
年
金
法
で
は
、
「
資
本
用
役
」
は
直
線
法
に
し
た
が
っ
て
計
算
さ
れ
た
減
価
償
却
額
と
平
均
的
な
年
間

利
子
の
合
計
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
た
い
わ
ば
近
似
的
な
「
茂
木
用
役
」
す
べ
て
の
け
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
現
価

投
資
叶
算
と
企
粟
艀
価
の
原
理
（
内
藤
）

一
一

と
な
る
。
平
均
年
間
支
出
厚
は
、
し
た
が
っ
て

患
十
聰
農
葛
古

１
１
回
－
１
Ⅱ
１
画
．
－
剴
Ｉ



Ａ 

．
す
な
わ
ち
、
減
価
償
却
は
直
線
法
に
し
た
が
い
（
利
用
期
間
末
の
残
存
価
値
は
ぜ
巳
、
名
年
度
末
に
償
却
額
が
回
収
さ
れ
る
と
す
る

か
ら
、
設
備
（
調
達
価
格
Ａ
）
の
利
用
期
間
冗
年
に
わ
た
っ
て
拘
束
さ
れ
る
資
本
総
額
は
、

檸十澳洲脾十檸憾釧値十………十九十ふⅡ怪・［Ｉ叩旧・非］Ⅱ小。（篭十』）
で
あ
る
。
拘
束
さ
れ
る
資
本
総
額
を
利
用
期
間
〃
で
除
す
れ
ば
、
平
均
的
な
年
間
資
本
拘
束
額
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

陸
説
明
の
呵

と
が
で
き
る
。

【鄙Ⅱ卜刈陶十に吟訓媚』隅・臘斗卜＋閃尉十国
一②）

こ
の
よ
う
に
、
「
資
本
用
役
が
直
線
法
に
も
と
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
減
価
償
却
額
と
投
下
さ
れ
た
金
額
の
利
子
分
と
に
分
割
さ
れ
る
の

は
、
そ
の
対
照
物
を
内
部
計
算
制
度
の
な
か
に
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
内
部
経
営
結
果
の
計
算
に
あ
た
っ
て
、
減
価
償
却
額
と
企
業
に

投
下
さ
れ
た
必
要
な
資
本
の
利
子
分
が
費
用
の
な
か
に
算
入
さ
れ
額
㎡
要
す
る
に
、
近
似
的
な
年
金
法
が
す
ぐ
れ
て
よ
く
利
用
さ
れ
る

の
は
、
．
計
算
制
度
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
概
念
形
成
や
手
法
で
思
考
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
実
務
家
に
と
り
、
」
正
確
な
方
法
よ
り
も

の
は
、
「
計
算
制
度
に
お

「
容
易
に
理
解
で
き
る
」

ほ
調
達
価
格
に
等
し
く
な
い
Ｐ
近
似
的
方
法
を
使
用
す
る
場
合
の
誤
差
範
囲
は
、
利
子
率
と
投
資
期
間
に
左
右
さ
れ
麺
近
似
的
な
年
金

法
が
か
な
り
正
確
に
適
用
で
き
る
の
陸
相
謡
に
利
子
率
が
低
く
、
投
慕
闇
も
相
対
的
に
短
い
’
十
年
騨
一
こ
え
な
い
ｌ
と
き
で

あ
る
。
残
存
価
値
Ｒ
が
あ
る
と
、
（
台
）
式
に
近
似
的
な
年
金
法
を
代
入
す
れ
ば
よ
い
。

この近似的な年窪により計算された「資本鬮役」小十噸堰「小十［昨Ｉ型・》のうち、平講菫間利子
，
説
明
の
過
程
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
設
備
に
平
均
的
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
資
本
額
に
利
子
率
を
乗
じ
た
も
の
と
み
な
す
と

面
）

か
ら
で
あ
る
。

一一一



臼
Ⅱ
小
十
喉
十
団

｛
。
｝
０

に
移
行
す
る
。
こ
の
い
式
は
、
近
似
的
な
年
金
法
の
亜
種
形
態
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
平
均
年
間
支
出
が
、
直
線
法
に

し
た
が
っ
て
計
算
さ
れ
た
減
価
償
却
額
、
設
備
の
調
達
価
格
の
半
分
に
対
す
る
利
子
、
平
均
的
な
年
間
経
営
ｌ
修
繕
支
出
の
合
計
か
ら
計

上
さ
れ
る
こ
と
を
い
み
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
亜
種
形
態
も
正
砿
な
も
の
で
は
な
い
。
正
確
な
年
金
法
に
対
し
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

近似的な菫法に比してもそうである．蘆線的な減震却のもとで、平均的な資鏑東雲平嘔からＡｌ２に
移
行
す
る
に
は
、
減
価
償
却
額
か
ら
の
収
入
が
連
続
的
な
流
れ
と
し
て
還
流
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
減
価
償
却
に
よ
っ
て
、

拘
束
さ
れ
た
資
本
が
第
一
経
営
日
か
ら
連
続
し
た
流
れ
と
し
て
還
流
し
て
く
る
こ
と
は
、
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
限

界
状
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
に
も
か
上
わ
ら
ず
、
か
入
る
仮
定
に
も
と
づ
く
近
似
的
な
年
金
法
の
亜
種
が
、
近
似
的
な
年
金
法
以
上
に
利

（
囮
）

用
さ
れ
て
い
る
。
い
や
む
し
ろ
、
亜
種
形
態
が
投
資
計
算
の
代
表
的
な
手
法
と
さ
』
え
み
な
さ
れ
て
い
る
。

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

・一一一一

と
に
な
る
。
か
く
て
、
平
均
的
な
資
本
拘
束
》

傘
十
噸
と
な
り
、
平
均
年
間
支
出
厚
は
、

と
こ
ろ
で
、
シ
ニ
ー
フ
ァ
ー
は
、
直
線
的
な
減
価
償
却
の
も
と
で
は
、
設
備
の
循
環
期
間
（
ご
日
の
日
日
目
の
Ｕ
な
い
し
回
転
期
間

（
ｕ
）
 

（
ご
曰
円
匡
、
胸
の
』
目
の
Ｈ
）
は
つ
ね
に
そ
の
利
用
期
間
の
半
分
の
大
き
さ
で
あ
る
、
と
い
う
。
利
用
期
間
〃
年
の
設
備
に
お
い
て
、
全
利
用

期
間
に
わ
た
り
拘
束
さ
れ
る
の
は
最
後
に
利
用
さ
れ
た
資
本
小
部
分
の
み
で
あ
っ
て
、
他
方
般
初
に
利
用
さ
れ
た
小
部
分
は
す
で
に
第
一

経
営
日
に
回
収
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
平
均
す
る
と
設
備
に
投
下
さ
れ
た
資
本
は
、
そ
の
利
用
期
間
の
半
分
だ
け
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
か
く
て
、
平
均
的
な
資
本
拘
束
額
は
、
設
備
の
調
達
価
格
の
半
分
だ
け
で
よ
い
。
と
す
る
と
、
近
似
的
な
「
資
本
用
役
」
は
、

》．（贄古）§Ⅱ蛎・圏北



で
あ
る
。
○
」
と
○
画
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
つ
の
投
資
の
う
ち
い
ず
れ
が
有
利
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
投
資
が
同
一
規
模
で
無
限
に
く
り
か
え
さ
れ
る
場
合
に
は
、
年
金
法
を
使
用
す
る
方
が
一
層
好
都
合
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
ま
ず
無
限
の
不
同
一
額
の
支
出
系
列
を
無
限
の
同
一
額
の
支
出
系
列
に
変
形
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
変
形
は
無
限
の
系

列
の
と
き
に
は
と
わ
け
単
純
で
あ
る
。
投
資
の
開
始
直
前
の
時
点
に
割
引
か
れ
た
支
出
系
列
の
現
価
に
計
算
利
子
率
・
Ｚ
を
乗
ず
れ
ば
犬

一
匹

陣
つ
ぎ
に
、
二
ケ
の
》
あ
る
い
は
数
ケ
の
有
秘
な
投
資
の
間
の
選
択
基
準
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

一
般
的
に
い
っ
て
選
択
問
題
が
い
み
を
も
つ
た
め
に
は
、
ま
ず
所
与
の
計
算
利
子
率
の
も
と
で
任
意
の
資
金
を
自
由
に
貸
借
し
う
る
と

い
う
条
件
が
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
髄
）
こ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
一
一
ヶ
の
有
利
な
投
資
の
う
ち
、
そ
の
資
本
価
値

が
最
大
で
あ
る
投
資
が
も
っ
と
も
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ゼ
ロ
時
点
に
お
け
る
支
出
病
（
塵
）
、
〃
年
間
に
わ
た
り
各
年
末
に
生
ず
る
同
一
額
の
収
入
同
〔
ら
か
ら
な
る
投
資
Ａ
・
ゼ
ロ
時
点
に
お

け
る
支
出
穴
§
、
、
年
間
に
わ
た
り
各
年
末
に
生
ず
る
同
一
額
の
収
入
回
Ｓ
）
か
ら
な
る
投
資
Ｂ
・
そ
し
て
一
一
つ
の
投
資
Ａ
、
Ｂ
が
と

も
に
同
一
規
模
で
讃
に
１
Ａ
は
”
年
ご
と
に
、
β
臓
窪
ご
と
に
ｌ
蟇
さ
れ
る
場
合
．
投
資
Ａ
の
け
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ

た
資
本
価
値
を
ｐ
、
投
資
Ｂ
の
そ
れ
を
ｏ
国
で
あ
ら
わ
す
と
、
求
め
る
、
、
○
国
は
、

・
刊
惜
‐
擁
５
．
鞭
耶

ｏ陰Ⅱ灼焔１両へら＋『珈琲訓十．珊寸十………］

Ⅱ
憎
‐
肉
§
『
昨
弛
阯



園．５１厚ＳⅡ同８‐門Ｓ・罪溝目

同凰９－【毎（軍）Ⅱ因９－門（屋）・『轆飽坪
二
つ
の
投
賛
の
う
ち
ど
ち
ら
が
有
利
で
あ
る
か
Ｉ
そ
れ
は
、
二
つ
の
義
の
う
ち
ど
ち
ら
が
大
き
い
か
に
依
存
す
る
．
こ
の
二
つ
の

差
額
’
二
つ
の
平
均
的
な
年
間
純
収
入
は
、
ま
た
、
二
つ
の
投
資
の
資
本
価
値
に
そ
れ
ぞ
れ
計
算
利
子
率
簔
じ
た
も
の
で
あ
る
．
つ

ま
り
、
資
本
価
値
法
な
い
し
割
引
法
で
は
、
二
つ
の
資
本
価
値
ｐ
と
○
回
と
が
相
互
に
比
較
さ
れ
る
の
だ
が
、
年
金
法
で
は
、
ｏ
』
・
卿

と
○
国
匙
と
が
比
較
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

選
択
さ
れ
る
べ
き
二
つ
の
投
賢
の
収
入
系
列
が
等
し
い
と
き
に
朧
、
ｌ
そ
れ
は
薯
更
新
投
資
の
さ
い
の
臺
な
前
提
だ
が
’

二
つ
の
支
出
系
列
の
み
が
比
較
さ
れ
れ
ぼ
よ
い
．
し
か
る
と
き
、
支
出
系
列
が
最
小
の
鶉
…
っ
Ｉ
あ
る
い
藍
小
の
平
均
的
蓬

間
支
出
準
も
つ
Ｉ
よ
う
な
投
鐡
が
も
っ
と
も
有
利
と
な
る
．

要
す
る
に
、
二
つ
の
有
利
な
投
資
の
選
択
に
対
し
て
つ
ぎ
の
基
準
が
妥
当
す
る
。
企
業
が
所
与
の
計
算
利
子
率
で
任
意
の
資
金
を
貸
借

し
う
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
す
れ
ば
、
所
与
の
計
算
利
子
率
の
も
と
で
二
つ
の
有
利
な
投
貸
の
う
ち
、
投
資
の
開
始
直
前
の
時
点
に
関
せ

投
資
叶
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

一
五

い。投資Ａの平均的な年間支出厚へ鑿〉は、丙（ｅ・印や》池乢、投資Ｂのそれｓ９は、門（・》．（乍斗窄酢である。す
な
わ
ち
、
投
資
が
同
一
規
模
で
無
限
に
更
新
さ
れ
る
さ
い
に
平
均
的
な
年
間
支
出
を
見
積
る
に
は
、
基
本
投
資
の
支
出
門
８
お
よ
び

門
§
に
そ
れ
ぞ
れ
基
本
投
資
の
期
間
〃
あ
る
い
は
伽
に
応
じ
た
資
本
回
収
係
数
を
た
野
ち
に
乗
ず
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
収
入
系
列
は
は
じ
め
か
ら
同
一
額
の
系
列
で
あ
る
の
で
、
変
形
の
必
要
は
な
い
。
平
均
年
間
収
入
陣
と
平
均
年
間
支
出

【
配
の
差
額
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。



と
こ
ろ
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
国
と
は
、
投
資
Ｂ
を
投
資
Ａ
か
ら
さ
し
引
い
た
と
き
、
す
な
わ
ち
対
応
す
る
収
入
系
列
お
よ
び
支
出
系
列
が
相
互

に
さ
し
引
か
れ
た
と
き
に
え
ら
れ
る
投
資
』
１
国
の
資
本
価
値
ｐ
ｌ
ｐ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
入
る
投
資
を
「
差
額
投
資
」
（
ロ
氏
円
の
，

ロ
凶
ロ
ゴ
の
昌
忌
・
ロ
）
』
１
国
と
い
う
。
と
す
る
と
、
基
本
原
則
ｎ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
表
現
で
き
る
。
一
一
つ
の
投
資
Ａ
と
Ｂ
の
な
か
で
、
差

額
投
資
』
Ｉ
閃
の
資
本
価
値
、
‐
国
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
き
に
は
Ａ
は
Ｂ
よ
り
有
利
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
差
額
投
資
色
１
国
の

資
本
価
値
、
‐
国
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
き
に
は
Ｂ
は
Ａ
よ
り
有
利
で
あ
る
、
と
。

す
で
に
述
ぺ
た
基
本
原
則
Ｉ
の
第
一
の
定
式
替
え
に
し
た
が
う
と
、
あ
る
投
資
の
資
本
価
値
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
の
は
、
そ
の
内
部
利
子

率
が
計
算
利
子
率
よ
り
大
き
い
と
き
で
あ
る
。
こ
の
定
式
を
差
額
投
資
と
い
う
概
念
に
適
用
す
る
と
、
最
後
に
つ
ぎ
の
命
題
が
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

差
額
投
資
』
－
功
の
内
部
利
子
率
γ
が
計
算
利
子
率
・
Ｚ
よ
り
大
き
い
と
き
に
椎
、
差
額
投
資
の
資
本
価
値
○
干
切
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
、

国
二
つ
の
投
資
Ａ
、
Ｂ
の
資
本
価
値
を
そ
れ
ぞ
れ
、
、
０
国
と
す
る
と
、
投
資
Ａ
が
投
資
Ｂ
よ
り
有
利
で
あ
る
た
め
に
は
、
基
本

原
則
Ⅱ
に
よ
り
つ
ぎ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
め
ら
れ
た
投
資
の
資
本
価
値
が
最
大
で
あ
る
よ
う
な
投
資
が
も
っ
と
も
有
利
で
あ
る
。
計
算
に
と
り
支
出
系
列
の
み
が
重
要
で
あ
る
と

き
に
は
、
同
じ
前
提
の
も
と
で
、
投
資
直
前
の
時
点
に
割
引
か
れ
た
支
出
の
現
価
が
最
小
で
あ
る
よ
う
な
投
資
が
も
っ
と
も
有
利
で
あ

（
班
）

る
。
こ
れ
を
「
基
本
原
則
Ⅱ
」
と
い
陰
っ
。

国
二
つ
の
投
資
Ａ
、
Ｂ
の
資
本
価
』

そ
れ
は
、
つ
ぎ
の

○
匹
－
○
国
Ｖ
Ｃ

○
唇
ｖ
○
国

つ
ぎ
の
よ
う
に
も
書
き
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一
〈



す
な
わ
ち
投
資
Ａ
は
投
資
Ｂ
よ
り
有
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
ヶ
の
有
利
な
投
資
の
間
の
選
択
－
１
同
じ
こ
と
だ
が
、
あ
る
投
笂
か

ら
他
の
投
賛
へ
の
移
行
が
有
利
で
あ
る
か
否
か
の
決
定
ｌ
は
、
差
額
投
資
の
内
部
利
子
率
と
計
算
利
子
率
と
の
比
較
に
よ
っ
て
左
右
さ

基
本
原
則
Ⅱ
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
「
差
額
方
法
」
に
よ
る
定
式
替
え
は
、
も
ち
ろ
ん
多
数
の
投
資
可
能
性
の
場
合
に
も
、
ま
た
無
限
の

投
資
可
能
性
の
と
き
に
も
妥
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
無
限
の
投
資
可
能
性
の
場
合
に
は
、
差
額
投
資
と
い
う
表
現
は
「
限
界
投
資
」

（
旨
日
因
ご
画
一
旨
『
冊
二
目
ロ
）
と
い
う
表
現
に
、
そ
れ
と
と
も
に
限
界
投
資
の
内
部
利
子
率
と
い
う
概
念
は
「
限
界
内
部
利
子
率
」
（
」
の
ｎ

Ｆ
）
 

目
胃
四
口
巳
の
ご
芹
の
目
の
国
冒
の
昏
軍
）
と
い
う
概
念
に
と
っ
て
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
上
で
、
こ
う
し
た
問
題
に
立
ち
入

る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
通
〉

れ
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
 

（
２
）
 

（
３
）
 

（
４
）
 

（
５
）
 、
｛
・
勺
・
目
・
Ｚ
。
『
庁
。
。
”
同
口
、
旨
の
の
昼
皀
、
同
８
口
○
日
『
や
ご
『
『
⑦
の
○
コ
ロ
ロ
』
の
国
口
々
四
四
コ
□
ず
。
。
【
。
【
旨
。
Ｅ
の
【
【
】
昌
固
己
函
冒
の
⑦
ユ
ロ
函
凹
ロ
ロ
富
四
百
０

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

一
七

両
・
の
、
ゴ
ロ
の
園
の
『
北
Ｐ
、
。
。
・
・
の
。
山
①

畳
］
・
・
ョ
号
の
》
国
員
鼻
『
目
日
口
＆
：
一
二
ｍ
の
日
の
ど
の
因
の
【
１
の
す
”
。
『
司
吻
・
高
津
、
一
○
胃
の
．
】
垣
ｇ
》
の
．
冨
！
』
竃

。
【
・
国
・
田
・
の
国
員
皿
宅
ユ
ロ
ｏ
一
己
一
息
。
｛
向
二
ｍ
ご
①
の
【
ご
ｍ
ロ
⑥
ｏ
ｐ
Ｃ
Ｂ
］
や
一
・
の
』
・
再
垣
③
Ｐ
ご
・
『
②
館
・

（
藻
利
璽
醗
訳
、
設
徽
投
資
の
経
済
計
算
、
九
九
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
日
本
沢
は
、
三
版
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、

（
藻
利
璽
醗
訳
、
設
徽
投

点
で
若
干
変
更
が
あ
る
。
）

岡
・
叩
、
庁
口
の
己
の
『
“
尋
．
｝
『
［
⑩
、
｝
】
ロ
［
臼
ロ
ゴ
丙
の
一
〔
、
『
の
、
ゴ
ロ
巨
口
祠
ご
目
豈
の
○
ユ
の
号
『
［
ロ
ぐ
の
⑩
二
二
．
Ｐ
画
》
少
巨
〔
一
・
】
⑤
弓
・
の
ｍ
・
隠
巨
・
ｓ
ｌ
ｇ

両
。
⑩
、
ゲ
コ
の
国
の
『
卯
四
・
回
。
。
・
・
ぬ
．
勗

同
。
⑩
、
豈
口
の
匙
の
『
加
伊
ロ
。
。
。
》
印
・
瞳

同
。
、
ロ
ゴ
コ
の
三
の
『
如
騨
・
口
・
○
・
ロ
酸
・
巳

向
。
⑩
、
ゴ
ロ
の
園
の
『
北
②
。
、
。
。
・
・
の
。
農

夕

四
版
と
軍
別
概
成
な
ど
の
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（
８
）
。
【
・
田
。
○
・
日
き
■
の
⑪
の
己
汕
。
ご
・
、
冑
・
回
己
・
忠

勺
・
円
・
Ｚ
。
『
８
口
⑪
。
ご
・
＆
［
’
や
ご
’
】
瞳
１
局
ｍ

（
９
）
Ｉ
（
、
）
向
・
の
、
ゴ
ロ
の
苞
の
【
如
凹
・
四
・
○
・
》
の
。
巴
ｌ
患

（
ｕ
）
ぐ
、
］
・
口
・
の
呂
麗
の
円
叫
□
】
の
ご
貝
の
日
：
日
ロ
ロ
、
．
乞
思
》
の
。
』
『
←

】
〕
の
可
、
①
］
す
の
卯
シ
ワ
⑩
、
豈
『
の
ご
Ｅ
巨
砲
Ｅ
ｐ
ｇ
司
旨
“
己
旦
の
目
。
囚
》
い
【
冨
可
。
ご
『
・
］
ｍ
・
后
、
、
ご
叩
，
届
『
廟
・

（
皿
）
ぐ
巴
・
雪
・
閃
ロ
ｎ
頁
】
配
ロ
ー
①
シ
ワ
⑪
口
豈
『
の
】
す
Ｐ
口
頭
ご
巳
困
》
の
．
］
】
ぬ
ｌ
】
】
②

（
週
）
ぐ
、
一
・
局
．
。
旨
の
回
ロ
の
【
、
即
『
〕
。
『
の
国
ご
』
Ｑ
の
【
ご
】
の
⑩
の
口
⑩
。
｝
】
四
［
二
］
、
豈
の
己
司
。
『
⑪
、
昏
巨
ロ
、
色
目
□
の
日
の
⑦
亘
巴
●
⑦
【
ワ
ｇ
【
一
の
匡
一
ロ
ケ
の
ご
旨
弓
の
の
二
ｏ

ご
Ｃ
ｐ
ｍ
ｂ
］
ロ
ロ
巨
口
、
》
碗
、
ぼ
句
・
》
⑦
。
］
ぬ
。
」
迄
酊
吟
】
の
。
ｍ
③
つ

ぐ
頭
】
・
少
・
・
の
ｏ
宮
口
の
庁
二
⑩
Ｎ
】
〕
の
［
ユ
の
す
困
曰
、
辱
の
⑰
こ
い
。
シ
貝
］
・
后
ｇ
ど
の
・
韻
の
魚
？

、
旨
の
Ｈ
の
ロ
同
ロ
ゴ
、
ユ
巨
口
、
の
ロ
・
凶
帛
彦
句
・
や

つ
’
）
向
・
の
。
百
口
の
苞
の
【
ぬ
色
・
Ｐ
Ｃ
・
Ｕ
印
・
唖
『

色
ｍ
の
ロ
局
口
銃
俔
①
、
ｍ
・
ロ
・
房
画
函
鷆
。

、
｛
・
国
・
ロ
・
月
百
巨
の
、
の
ロ
加
ロ
□
ぬ
ご
①
の
昌
口
碩
同
８
口
○
日
■
・
頤
・
の
』
，
邑
巴
芭
己
・
僧
如
露
。

（
６
）
く
い
一
・
国
・
少
一
ケ
回
り
ロ
》
『
三
『
厨
、
ぎ
ぃ
陣
二
ｎ
百
戸
の
一
筋
Ｈ
の
、
彦
曰
巨
口
砠
す
の
】
巨
巨
巴
、
宮
の
【
①
ロ
向
曰
ミ
ロ
【
［
Ｅ
目
賦
の
ロ
・
后
ｇ
ご
叩
・
旨
窯
・

ア
ル
・
〈
シ
〈
は
、
資
本
価
値
法
と
内
部
利
子
率
法
を
詳
細
に
比
較
検
肘
し
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ー
ソ
（
］
・
ロ
８
口
）
な
ど
と
と
も
に
、
内
部
利
子

、
、
、
、

率
法
が
経
済
性
計
算
の
よ
り
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
と
緒
職
し
て
い
る
。
（
ど
ず
凹
呂
唾
凹
・
色
．
。
・
・
の
．
＄
）
そ
の
根
拠
と
し
て
、
と
り
わ
け
、
資

本
価
値
法
が
市
掛
利
干
率
な
い
し
そ
れ
と
関
係
を
も
つ
叶
算
利
子
率
を
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
叶
薗
さ
れ
た
投

資
が
実
施
さ
れ
る
か
否
か
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
内
部
利
子
率
法
に
お
い
て
も
一
定
の
「
望
ま
し
き
鹸
低
利
子
亭
」
が
そ
の
基
率
と
な
る
。

（
シ
」
日
、
豈
閻
・
回
・
○
・
》
ｍ
・
色
）
と
す
る
と
、
臘
理
の
し
く
柔
と
展
開
の
う
え
て
は
、
ア
ル
．
ハ
ッ
ハ
の
批
判
に
屯
か
鼻
わ
ら
ず
、
二
つ
の
方
法
は

同
一
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
市
場
利
子
率
や
計
算
利
子
率
、
あ
る
い
は
「
望
ま
し
き
股
低
利
子
率
」
な
ど
の
関
連
を
い
か
に
理
解
す
る
か
は
別
個

ご
硯
］
・
ロ
・
の
○
ず
口
①
区
の
『
》
国
①
②
宮
の
、
苣
巨
□
ぬ
の
凹
巨
【
⑪
凹
薗
や
函
巨
『
弓
昏
の
。
『
旨
巨
口
肩
『
ロ
の
豈
日
の
凶
⑪
ｎ
戸
の
Ｈ
門
口
ぐ
の
、
匡
匡
。
□
⑩
①
ロ
扇
、
弓
⑤
亘
巨
ロ
、
の
ロ
ウ
巴
Ｐ
ｐ
ｍ
】
ｏ

ｎ
ロ
の
Ｈ
の
ロ
同
ロ
ゴ
、
『
〔
巨
口
、
の
厚
田
｛
彦
句
・
や
届
。
〕
ｍ
・
尼
③
Ｐ
印
。
、
切
廟
。

の
問
題
で
あ
る
。

一

八



し
か
る
と
き
投
賢
の
讃
の
護
に
お
け
る
す
べ
て
の
環
ｌ
あ
る
い
は
す
べ
て
の
駁
替
・
更
新
Ｉ
の
鯛
間
憾
、
同
じ
大
き
さ
で

（
１
）
 

あ
る
。
こ
の
す
べ
て
の
環
に
と
っ
て
同
じ
大
き
さ
の
期
間
を
〃
で
し
め
す
と
、
投
資
計
算
の
基
本
原
則
Ⅱ
に
よ
り
、
所
与
の
計
算
利
子
率

の
も
と
で
無
限
の
投
資
連
鎖
の
資
本
価
値
が
最
大
と
な
る
よ
う
な
れ
の
値
が
、
個
々
の
設
備
の
経
済
的
な
命
数
で
あ
瓦

か
入
る
関
係
を
精
密
化
す
る
た
め
、
数
学
的
な
表
現
を
与
え
よ
う
。

Ｅ
…
…
年
間
収
入
。
単
純
化
の
た
め
、
ま
た
取
替
問
題
に
あ
た
っ
て
一
般
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
年
間
収
入
は
一
定
の
幅
を
も
っ
た

流
れ
と
す
る
。

さ
れ
る
も
の
と
予
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
坂
替
問
題

ｌ
基
本
原
則
の
適
鬮
ｌ

Ｈ
企
業
の
投
資
過
程
は
、
一
回
限
り
の
も
の
、
な
い
し
有
限
な
も
の
で
は
な
い
。
無
限
に
持
続
す
る
企
業
の
投
資
で
あ
る
以
上
、
そ

れ
は
、
本
来
、
無
限
の
投
資
連
鎖
の
い
わ
ば
環
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。
調
達
さ
る
ぺ
き
設
備
は
、
は
じ
め
か
ら
無
限
に
取
替
・
更
新

そ
の
外
、
例
は
多
い
。
こ
上
で
は
代
表
的
な
あ
の
だ
け
に
と
野
め
る
。

（
皿
）
ぐ
頤
］
・
向
・
の
、
苣
口
ｃ
匡
貝
如
口
・
田
．
。
．
》
叩
・
眉
威
・

（
咽
）
国
・
の
ｎ
百
口
の
国
の
『
》
、
．
、
．
。
・
・
の
．
ヨ
ー
圏

（
蛆
）
口
・
の
、
豈
口
の
量
の
円
エ
ロ
・
Ｐ
Ｃ
・
】
叩
ｍ
・
患
ロ
・
慶
雫
・

行
）
『
、
】
・
の
。
旨
の
己
の
【
》
鱒
・
囚
・
○
・
・
ｍ
・
念
頭
．

ご
瞬
一
・
同
。
シ
・
Ｐ
巨
厨
⑪
函
冒
切
呂
の
○
昌
の
。
』
湯
Ｐ
い
の
．
『
⑭
印
．
Ｆ
屋
①
廟
。

投
資
叶
算
と
企
粟
評
価
の
原
理
（
内
艫
）

一

九



ｏⅡホーＨⅢ丁刻・［一》園（苦‐買鳥１門（劃）③‐冒十と
（惇四）

で
あ
る
。
ｃ
が
最
大
と
な
る
よ
う
な
〃
の
値
が
、
ま
え
に
の
べ
た
よ
う
に
個
汽
の
設
備
の
経
済
的
な
命
数
で
あ
る
。

前
提
に
よ
り
収
入
の
流
れ
Ｅ
は
一
定
で
あ
る
か
ら
、
基
本
原
則
Ⅱ
に
よ
り
㈹
式
の
条
件
は
つ
ぎ
の
式

病Ⅱ割Ⅱ辨劉ｌｐＹ（二⑮‐胃号－門（苫）Ｑ－冒十径］・
〈単

Ｂ
…
…
年
間
経
営
お
よ
び
修
繕
支
出
。
販
売
Ⅱ
生
産
の
流
れ
を
一
定
と
す
る
と
、
Ｂ
は
時
間
ｔ
の
函
数
と
し
て
し
め
さ
れ
る
。
国
Ⅱ

因
含
）

、

．
Ｚ
…
…
計
算
利
子
率
。
収
入
お
よ
び
支
出
を
各
瞬
間
に
一
定
の
幅
を
も
つ
連
続
的
な
流
れ
と
し
て
と
ら
え
る
と
き
に
は
、
利
子
支
払
い

（
２
）
 

も
連
続
的
・
瞬
間
的
に
な
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
か
上
る
場
合
、
．
Ｚ
に
等
価
の
利
子
率
は
８
で
し
め
さ
れ
る
。
得
＋
団
Ⅱ
Ｌ

な
お
、
計
算
時
点
に
お
い
て
支
配
的
な
鰄
格
お
よ
び
技
術
水
準
臓
将
来
も
不
変
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
．
と
す
れ
ば
Ｉ

〃
期
間
の
同
一
の
環
か
ら
な
る
無
限
の
投
資
連
鎖
の
ひ
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
資
本
価
値
Ｃ
は
、

る
。
閃
Ⅱ
門
Ｓ

あ
る
い
は

Ｒ
…
あ
る
時
点
に
お
け
る
設
鱸
の
残
存
価
値
．
Ｒ
も
同
様
に
ｌ
販
売
Ⅱ
生
産
の
流
れ
を
一
定
と
す
る
か
ら
１
時
間
の
函
数
と
な

Ａ
…
…
設
備
の
調
達
価
格
。

○Ⅱ［一》［因－国（辱）］、「鷺《時十門（冨）肉１盲Ｉと。（早働‐胃十・‐：＋……）｛」

二

○ 



－
‐
０
‐
ｌ
‐
Ｏ
Ｉ
Ｌ
ｐ
０
Ｉ
‐
Ｐ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｐ
■
６
１
１
－
０
‐
■
』
叫
■
可
・
Ｐ
・
１
－
－
１
１
‐
９
Ⅱ

ロ
・
ひ
時
点
で
計
算
さ
れ
た
個
斉
の
設
備
の
経
済
的
な
耐
用
期
間
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
一
定
の
期
待
構
造
を
基
礎
と
し
て
い
る
関

係
上
、
た
え
ず
事
態
の
進
行
を
観
察
し
、
予
定
さ
れ
た
期
待
や
計
算
の
前
提
を
事
実
と
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
期
待
構
造

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

一一一

③
式
の
右
辺
陸
所
与
の
純
支
出
の
流
れ
Ｉ
そ
の
幅
は
時
間
と
と
も
に
蓋
す
る
の
だ
が
Ｉ
と
等
価
の
讃
の
コ
ソ
ス
；
ト
な

流
れ
を
表
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
穴
凸
は
投
資
と
結
び
つ
い
た
平
均
的
な
純
支
出
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
③
式
の
条
件
は
、
時
間
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
設
備
の
限
界
費
用
が
平
均
的
な
純
支
出
に
等
し
い
と
き
に
、
個
汽
の
設

備
の
経
済
的
な
耐
用
年
数
が
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
か
く
て
、
調
達
さ
る
べ
き
設
備
が
、
不
変
の
与
件
の
も
と
で
無

限
に
取
替
・
更
新
さ
れ
る
と
す
る
と
、
③
式
の
条
件
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
〃
年
後
に
各
設
備
の
取
替
・
更
新
は
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

が
最
小
と
な
る
べ
き
条
件
と
一
致
す
る
。
ｘ
は
》
投
資
と
結
び
つ
い
た
純
支
出
の
け
時
点
に
割
引
か
れ
た
現
価
、
い
上
か
え
る
と
》
す
ぺ

て
の
支
出
の
現
価
か
ら
、
経
済
的
な
耐
用
期
間
の
末
に
旧
設
備
の
売
却
か
ら
生
ず
る
す
べ
て
の
収
入
の
現
価
だ
け
差
引
い
た
値
で
あ
る
。

こ
の
純
支
出
の
現
価
は
、
〃
の
函
数
で
あ
る
。
Ｋ
が
最
小
に
な
る
よ
う
に
〃
を
規
定
す
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
で
、
Ｋ
を
〃
に
つ
い
て
微
分
し
、

そ
の
第
一
次
導
函
数
を
ゼ
ロ
と
す
る
と
、
〃
を
規
定
す
る
た
め
に
は
、
つ
ぎ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

国
（
詞
）
－
丙
『
（
詮
）
＋
②
閃
（
葛
）
Ⅱ
門
＆
１

〈學

伺
式
の
左
辺
は
、
時
間
に
関
し
て
の
限
界
経
営
ｌ
修
繕
支
出
、
〃
と
貫
十
§
区
間
に
お
け
る
残
存
価
値
の
減
少
額
、
お
よ
び
限
界
期

間
§
に
わ
た
っ
て
計
算
さ
れ
た
〃
時
点
の
残
存
価
値
閃
（
劃
）
に
対
す
る
利
子
の
合
計
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
設
備
利
用
期
間

が
限
界
期
間
§
だ
け
延
長
さ
れ
た
と
き
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
で
あ
り
、
時
間
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
設
備
の
限
界
費
用
に
ほ

Ｔ
）
 

の
で
あ
る
。

（
３
）
 

か
な
ら
な
い
。



一一一一

の
変
更
を
生
ぜ
し
め
る
新
し
い
契
機
が
あ
ら
わ
れ
る
と
、
変
化
し
た
》
前
提
に
。
も
と
づ
い
て
計
算
が
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
企
業
の
目

的
は
、
い
う
ま
で
勺
も
な
く
、
投
』
一
一
画
（
の
資
本
価
値
を
無
限
の
全
投
資
期
間
に
わ
た
っ
て
極
大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
資
本
価

値
が
各
時
点
に
お
い
て
極
大
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
し
《
で
は
収
入
の
流
れ
の
幅
が
一
定
と
仮
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
条
件
は
、
各
時
点
で
純
支
出
の
流
れ
の
現
価
を
最
小
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
い
ま
・
厩
時
点
・
－
１
畔
Ｖ
｛
）
－
１
で
計
算
が
修
正
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
．
ｚ
時
点
に
割
引
か
れ
た
純
支
出
の
現
価
が
最
小
と
な
る
よ
う
な
形

の
純
支
出
の
流
れ
を
企
業
は
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

０
時
点
か
ら
。
ｚ
時
点
ま
で
経
過
し
た
後
に
、
つ
ま
り
設
備
が
調
達
さ
れ
、
据
え
つ
け
ら
れ
て
か
ら
．
ｚ
時
点
ま
で
経
過
し
た
後
に
は
、
企

業
は
さ
ま
ざ
ま
な
代
替
的
方
法
を
選
択
で
き
る
。
ま
ず
、
与
件
の
変
動
は
な
い
も
の
と
し
よ
う
。
と
す
る
と
、
現
在
使
用
し
て
い
る
設
備

が
将
来
に
お
い
て
●
も
も
っ
と
○
も
経
済
的
で
あ
る
。
企
業
が
全
ｚ
時
点
で
取
替
を
や
る
な
ら
、
同
一
の
設
備
に
よ
る
取
替
え
の
み
が
問
題
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
新
設
備
の
経
済
的
な
耐
用
年
数
は
、
け
時
点
で
計
算
さ
れ
た
旧
設
備
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
耐
用
期
間
の
と
き
新

談
備
は
。
も
っ
と
》
も
低
い
平
均
的
な
年
間
純
支
出
を
○
も
つ
。
か
’
、
《
る
最
小
の
平
均
的
な
純
支
出
を
【
）
「
一
宮
日
日
で
し
め
す
と
、
企
業
は
、
ム
ュ
厚
時

点
で
の
新
股
備
の
調
達
に
あ
た
っ
て
、
ま
た
経
済
的
な
耐
用
期
間
の
末
に
無
限
に
く
り
か
え
さ
れ
る
設
備
の
再
調
運
に
あ
た
っ
て
、
一
定

の
幅
【
」
「
》
（
日
日
を
．
も
つ
平
均
的
な
純
支
出
の
流
れ
を
○
も
つ
。
さ
ら
に
、
企
業
は
、
旧
設
備
の
売
却
に
よ
っ
て
残
存
価
値
罰
ｓ
を
収
入
と

し
て
手
に
入
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
企
業
が
旧
設
備
を
Ｔ
時
点
－
－
１
日
ｖ
】
１
１
ま
で
っ
焚
け
て
使
用
し
、
Ｔ
時
点
で
取
替
え
を
や
る

と
す
れ
ば
、
企
業
は
、
。
ｚ
時
点
か
ら
み
て
ま
ず
経
営
ｌ
修
緒
支
出
函
数
閃
（
』
）
に
照
応
し
た
支
出
の
流
れ
と
、
Ｔ
時
点
以
後
一
【
）
「
国
目
目
の

大
き
さ
の
一
定
の
幅
を
。
も
っ
た
平
均
的
純
支
出
の
流
れ
を
。
も
つ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
Ｔ
時
点
で
企
業
は
旧
設
備
の
残
存
価
値
閃
（
由
］
回
）

を
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
可
能
な
代
替
的
支
出
の
流
れ
の
う
ち
、
企
業
は
〈
・
》
し
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
純
支
出
の
流
れ
の
現



あ
る
い
は

因
（
＆
’
覇
（
日
）
＋
目
（
日
）
Ⅱ
ロ
寓
目
口
・

一。）

何
式
よ
り
、
支
出
の
流
れ
の
現
価
が
最
小
に
な
る
の
は
命
旧
設
備
の
時
間
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
限
界
費
用
が
新
設
備
の
最
小
の
平
均

的
純
支
出
に
等
し
い
時
点
Ｔ
で
旧
設
備
が
取
替
え
ら
れ
る
と
き
で
あ
る
。
（
図
Ｉ
参
照
）

も
っ
と
も
、
新
設
備
の
最
小
の
平
均
的
純
支
出
は
、
旧
設
備
の
そ
れ
で
も
あ
り
、
平
均
的
純
支
出
が
、
同
じ
こ
と
だ
が
純
支
出
の
現
価

が
最
小
に
な
る
と
こ
ろ
で
、
③
式
に
よ
り
限
界
費
用
と
平
均
的
純
支
出
は
交
叉
す
る
の
だ
か
ら
、
何
式
の
条
件
は
、
旧
設
備
の
時
間
に
関

係
せ
し
め
ら
れ
た
限
界
費
用
が
そ
の
平
均
的
な
純
支
出
と
等
し
い
と
こ
ろ
に
も
っ
と
も
有
利
な
取
替
え
時
点
が
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
式
の
条
件
を
み
た
す
取
替
え
時
点
Ｔ
は
、
ひ
時
点
で
も
っ
と
も
有
利
な
再
投
資
時
点
と
し
て
計
算
さ
れ
た
そ
れ
と
一

致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
与
件
の
変
動
が
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
こ
う
し
た
考
察
は
、
与
件
変
動
が

最
有
利
な
取
替
え
時
点
に
及
ぼ
す
作
用
を
分
析
す
る
た
め
の
手
引
き
を
な
す
の
で
あ
る
。

投
資
叶
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

一一一一一

価
が
般
小
と
な
る
よ
う
な
流
れ
を
選
ぶ
で
あ
ろ
う
。

Ｔ
時
点
（
日
Ｖ
ｃ
で
、
同
一
設
備
に
よ
る
取
替
え
が
な
さ
れ
る
な
ら
、
純
支
出
の
流
れ
の
ｔ
時
点
に
割
引
か
れ
た
現
価
鼠
（
日
）
は
、

駁（＆Ⅱ一Ｆ（苦「》（闇１．号１閃（弓）⑯１．（日！←〉＋にポドー国（圏‐ご奪一
で
あ
り
、
そ
れ
は
取
替
時
点
Ｔ
の
函
数
で
あ
る
。
門
辱
が
最
小
に
な
る
Ｔ
の
値
は
、
つ
ぎ
の
条
件
を
み
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

隠覗βⅢ「…・面（＆‐用（日）十画滝（弓）‐〔罰旦Ⅱ。（甑｝



０
時
点
か
ら
ｔ
時
点
ま
で
経
過
し
た
の
ち
に
、
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
設
備
が
市
場
に
あ
ら
わ
れ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
の
他

の
与
件
は
す
べ
て
従
来
と
同
一
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存
設
備
の
時
間
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
限
界
費
用
曲
線
は
不
変
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
る
と
き
、
膠
時
点
に
お
け
る
期
待
Ｉ
価
格
や
新
技
術
水
準
が
将
来
一
定
で
あ
る
と
い
う
期
待
ｌ
に
も
と
づ
い
て
、
新
讓
に
と

り
一
定
の
経
済
的
な
耐
用
年
数
と
そ
れ
に
応
ず
る
般
小
の
平
均
的
な
純
支
出
弓
凰
且
口
が
存

用賀
在
す
る
。
企
業
は
、
汐
時
点
で
、
こ
の
時
点
に
割
引
か
れ
た
純
支
出
の
現
価
が
最
小
に
な
る

｢限界

UFm 

UWin 

過去

ａ
ｌ
０
Ｄ
 

よ
』
フ
処
理
す
る
か
ら
、
新
設
備
が
問
題
に
な
る
の
は
、
新
設
備
の
最
小
の
平
均
的
純
支
出

Ｑ
凰
旦
二
が
従
来
使
用
さ
れ
た
股
備
の
最
小
の
平
均
的
純
支
出
厚
目
目
よ
り
小
さ
い
と
き
で

Ｔ
あ
る
．
で
は
、
酸
時
点
か
ら
み
て
い
か
な
る
時
点
で
薯
え
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
、
ｌ
そ

Ｔ
れ
は
、
時
間
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
旧
設
備
の
限
界
費
用
が
取
替
え
時
点
で
は
新
設
備
の
最

小
の
平
均
的
な
純
支
出
と
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で

、
あ
ろ
う
。
か
上
る
事
情
は
、
「
図
Ｉ
」
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
低
い
最
小
の
平
均
的
な

個
純
支
出
を
も
っ
た
新
型
の
設
備
の
出
現
は
、
Ｔ
時
点
の
ま
え
に
あ
る
か
時
点
で
再
投
貸
・
取

替
え
を
や
る
の
を
有
利
に
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
他
の
与
件
が
変
動
す
る
と
き
に
も
、
同
様
な
手
法
で
修
正
過
程
が
と
上
る
み
ら
れ

ｔ
る
。
が
と
も
か
く
、
現
有
設
備
を
、
計
算
時
点
に
お
い
て
既
知
の
設
備
の
う
ち
最
少
の
平
均

的
純
支
出
が
ｌ
所
与
の
生
産
の
も
と
で
ｌ
も
っ
と
も
小
さ
い
よ
う
愈
祷
と
比
較
検
討

０
す
こ
る
と
が
重
要
で
あ
る
。
与
件
変
動
が
最
有
利
な
取
替
え
時
点
に
お
よ
ぼ
す
影
籍
は
、
第

一

一

四



ま
ず
、
経
営
－
修
繕
支
農
所
与
の
生
蘆
に
対
し
て
一
定
の
平
均
的
な
１
時
閥
と
騒
立
の
ｌ
大
き
さ
を
も
っ
と
仮
定
さ
れ

る
。
第
二
に
、
新
設
備
に
対
し
て
重
要
な
諸
事
情
、
と
く
に
将
来
の
技
術
的
進
歩
を
配
慮
し
て
一
定
の
耐
用
年
数
が
き
め
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
見
績
耐
用
年
数
の
末
に
お
け
る
新
設
備
の
一
定
の
残
存
価
値
を
前
提
す
る
と
、
新
設
備
の
平
均
的
な
年
間
純
支
出
は
年
金
法
に
よ
り

容
易
に
計
算
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
旧
設
備
に
つ
い
て
も
一
定
の
残
存
耐
用
期
間
が
予
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
計
算
時
点
に
お
い

て
、
こ
の
時
点
お
よ
び
残
存
耐
用
期
間
末
で
の
残
存
価
値
が
そ
れ
ぞ
れ
見
租
ら
れ
る
。

い
…
…
新
設
備
に
対
す
る
一
定
の
年
間
経
営
ｌ
修
繕
支
出
、

顔
…
…
旧
設
備
に
対
す
る
一
定
の
年
間
経
営
ｌ
修
繕
支
出
、

』
詞
…
…
新
設
備
の
調
達
価
格
、

口
旧
設
備
に
対
す
る
も
っ
と
も
有
利
な
取
替
え
時
点
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、

数
と
し
て
の
新
旧
設
備
の
経
営
Ｉ
修
繕
支
出
、
お
よ
び
同
様
に
時
間
の
函
数
と
し
｝

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
際
上
、
時
間
の
函
数
と
し
て
の
経
営
－
修
繕
支
出
や
残
壱

そ
こ
で
、
一
連
の
単
純
化
措
置
が
構
ぜ
ら
れ
る
。

れ
る
で
あ
ろ
論
）

一
に
旧
設
備
の
時
間
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
限
界
費
用
曲
線
の
形
に
よ
り
、
第
二
に
計
算
時
点
に
お
い
て
既
知
の
最
有
利
な
設
備
の
最
小

の
平
均
的
純
支
出
を
表
示
す
る
直
線
１
１
横
軸
に
平
行
に
ひ
か
れ
た
直
線
ｌ
に
対
す
る
上
述
の
限
界
篝
曲
線
の
地
位
に
よ
り
左
右
さ

禄
…
…
旧
設
備
の
耐
用
期
間
（
残
存
耐
用
期
間
）
、

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

野
…
…
新
設
備
の
耐
用
期
間
、

も
有
利
な
取
替
え
時
点
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
前
述
し
よ
う
に
、
新
設
備
の
調
達
価
格
、
時
間
の
函

修
繕
支
出
、
お
よ
び
同
様
に
時
間
の
函
数
と
し
て
の
新
旧
設
備
の
残
存
価
値
の
動
き
を
し
ら
な
け
れ
ば

時
間
の
函
数
と
し
て
の
経
営
－
修
繕
支
出
や
残
存
価
値
の
変
動
を
み
き
わ
め
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

二

五



と
す
る
と
、
駁
替
間
震
計
算
時
点
か
ら
み
て
い
震
た
蟹
ち
に
１
０
時
点
で
ｌ
旧
設
備
を
新
設
鱗
で
薯
え
る
べ
き
か
、
そ
れ
と

も
旧
識
傭
の
残
存
耐
用
期
闘
の
終
り
霞
で
ｌ
雄
時
点
霞
で
Ｉ
霧
え
を
待
つ
の
が
有
利
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
．

第
一
の
方
法
－
－
０
時
点
で
取
替
え
を
採
用
す
る
と
、
支
出
系
列
は
、
０
時
点
に
お
け
る
収
入
男
（
い
上
か
え
る
と
マ
イ
ナ
ス
の
支

出
．
届
）
、
お
よ
び
一
時
点
以
後
、
無
限
の
期
間
に
わ
た
り
各
時
点
で
の
新
設
備
の
平
均
的
な
年
間
純
支
出
Ｐ

県Ⅱ缶。．（龍研煎服部十願－丙剪．（制刈１Ⅱ閂

支
出
系
列
の
構
造
が
あ
ら
わ
れ
る
。

第
二
の
方
法
が
選
ば
れ
、
宛
時
点
で
取
替
え
が
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
時
点
か
ら
妃
時
点
ま
で
各
時
点
に
お
け
る
願
の
支
出
、
丸

時
点
で
の
収
入
恩
。
（
あ
る
い
は
支
出
－
恩
。
）
、
お
よ
び
』
：
時
点
以
降
、
無
限
の
期
間
に
わ
た
り
各
時
点
で
の
支
出
Ｐ
と
い
う

と
い
う
形
態
を
も
つ
。

こ
の
二
つ
の
系
列
は
、
母
十
房
時
点
以
後
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
旧
設
備
の
耐
用
期
間
（
０
か
ら
九
の
期
間
）
に
つ
い
て
の
み
比
較
さ
れ
れ

ば
よ
い
。
し
か
し
、
比
較
し
う
る
た
め
に
は
、
系
列
工
も
系
列
ｎ
も
等
価
の
同
一
額
の
系
列
に
変
形
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

０時点における息は、屈・郡干斗雫順剴の大きさの九ケの同一額の項からなる系列と等価であるから、系列工は

記
。
白
…
…
評
鴎
難
時
点
に
お
け
る
旧
設
備
の
残
存
価
値
、

河
・
肯
…
…
ぬ
時
点
（
残
存
耐
用
期
間
末
）
に
お
け
る
旧
設
備
の
残
存
価
値
、

門
圏
…
…
耐
用
期
間
末
で
の
新
設
備
の
残
在
仙
値
、

・
２
…
…
計
算
利
子
率

一一一ハ

凸



こ
れ
ら
例
式
お
よ
び
側
式
は
、
０
時
点
か
ら
九
時
点
ま
で
の
区
間
に
お
け
る
第
一
の
方
法
と
第
二
の
方
法
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
的
な

年
間
純
支
出
を
表
現
し
て
い
る
。
投
資
計
算
の
基
本
原
則
、
に
よ
り
、
よ
り
小
さ
い
平
均
的
な
年
間
純
支
出
を
も
つ
方
法
が
有
利
で
あ

る
０ 

変
形
さ
れ
る
。

つ
讐
一
の
よ
う
に

【季１門午（』十斗》帳副
ま
た
、
九
時
点
で
の
輿
。
陸

は
つ
ぎ
の
よ
う
に

【デー宛雫へ龍非》雫咋臼叺怜獣－門』。。『剴荊斗創Ⅱ創
一の）

し
た
が
っ
て
、
⑨
式
の
左
辺
が
右
辺
よ
り
小
さ
い
な
ら
第
一
の
方
法
が
、
逆
の
と
き
に
は
第
二
の
方
法
が
選
択
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
側
式
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
変
え
て
も
同
じ
で
あ
る
。

【鈩叺恩・酢（》鼬雌十膜－恩。．。乱副Ⅱ劃
亘

【
デ
ー
ー
ム
新
設
備
の
平
均
的
な
年
間
純
支
出
は
、
年
金
法
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に

投
資
計
算
と
企
粟
辞
価
の
原
理
（
内
藤
）

二
七

回国ｌ丙電。（閂制斗副Ⅱ割

●
恩
。
ｄ
判
斗
ｉ
Ｊ
の
大
き
さ
の
配
ヶ
の
同
一
額
の
項
か
ら
な
る
系
列
と
等
価
で
あ
る
の
で
、
系
列
Ⅱ

－ 

００ 
￣ 

￣ 

ロヨ
ーー



と
い
う
風
に
整
理
で
き
る
。
同
じ
手
法
を
⑩
式
の
右
辺
に
も
適
用
す
る
と
、
⑨
式
の
条
件
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（聾贄‐漏鐵）・鮨斗箙十馬劉・§劃Ⅳ（農‐魚・）・龍斗脹十恩・・羊摩一二
二
つ
の
方
法
の
う
ち
い
ず
れ
が
選
ば
れ
る
べ
き
か
Ｉ
旧
祷
を
た
輿
ち
に
取
替
え
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
な
お
引
続
い
て
利
用
す
べ

き
か
ｌ
、
そ
れ
は
、
新
旧
讃
備
に
対
す
る
年
間
「
費
本
用
役
」
と
年
間
書
「
修
繕
支
出
と
の
合
計
の
比
較
に
よ
り
菫
さ
れ
る
．
そ

の
さ
い
、
旧
設
備
の
「
資
本
用
役
」
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
設
備
の
調
達
価
格
で
な
く
て
計
算
時
点
に
お
け
る
残
存
価
値
が
あ
ら
わ
れ

（
６
）
 

る
と
い
う
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
多
く
の
説
明
は
、
旧
設
備
の
纒
耀
解
価
値
と
そ
の
残
存
価
値
と
の
間
の
差
額
を
、
新
設
備
に
よ
っ
て
負
担
さ
す
ぺ
き
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
い
う
。
取
替
計
算
の
目
的
の
た
め
に
は
、
新
設
術
の
調
達
価
格
と
旧
設
備
の
残
存

（
７
）
 

幅
纏
蟹
価
値
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
織
成
さ
れ
る
新
設
備
の
「
調
達
価
値
」
に
対
し
て
「
資
本
用
役
」
が
計
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。

が
し
か
」
か
上
る
見
解
は
根
本
的
に
あ
や
ま
っ
て
い
る
。
舘
耀
薄
価
値
は
、
調
達
価
格
の
未
償
却
部
分
と
し
て
過
去
に
属
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
将
来
に
関
係
す
る
取
替
計
衛
ギ
ー
ー
一
般
的
に
い
え
ば
投
資
計
彌
Ｔ
－
ｌ
の
な
か
に
は
け
っ
し
て
入
ら
な
噸
計
算
時
点
に

お
い
て
旧
設
備
が
一
定
の
金
額
で
記
入
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
帳
簿
価
値
と
残
存
価
値
と
の
差
額
は
本
来
損
益
勘
定
の
借
方
に
特
別
償

却
の
形
で
記
入
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
帳
簿
価
値
と
残
存
価
値
と
の
差
額
は
、
旧
設
備
の
経
済
的
な
耐
用
年
数
の
計
算
に
あ

（
９
）
 

た
っ
て
将
来
の
判
断
を
あ
や
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
失
を
い
み
す
る
か
ら
で
あ
る
。

掴
仙
式
の
条
件
は
、
特
殊
な
事
例
に
お
い
て
は
一
層
単
純
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【訳Ⅱ已藝－門園）・へ鮨馳一昨十願．（＋閃訂

一

一

八



す
べ
て
の
残
存
価
値
が
ゼ
ロ
と
仮
定
さ
れ
る
と
、
脚
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
旧
設
備
の
残
存
耐
用
年
数
を
ど
の
位
に
見
積
る
か
と
い

う
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
と
な
る
。
こ
上
で
は
、
新
旧
設
備
の
経
営
ｌ
修
繕
支
出
と
な
ら
ん
で
、
新
設
備
の
調
達
価
格
と
見
積
耐
用

年
数
の
み
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
取
替
問
題
の
解
決
は
、
旧
設
備
の
年
間
経
営
ｌ
修
繕
支
出
と
、
新
設
備
の
「
資

本
用
役
」
お
よ
び
年
間
経
鶯
「
修
繍
支
出
と
の
合
計
の
間
の
比
較
ｌ
あ
る
い
は
、
新
設
備
の
「
資
本
用
役
」
と
新
旧
設
備
の
篝
‐
修

繕
支
出
の
薑
と
の
間
の
比
較
ｌ
に
も
と
づ
く
．
琴
る
に
、
間
震
藝
備
の
鑿
に
よ
っ
て
え
ら
る
ぺ
慧
誓
‐
繕
支
出
の

（
、
）

節
約
が
新
設
備
の
「
資
本
用
役
」
よ
り
大
き
い
か
、
小
さ
い
か
と
い
陰
つ
と
と
に
な
る
。

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
〉

一
一
九

』葛・乱や》》順Ｈ＋駒冨Ⅳ閃串・琲宅坐泓娠岼十国○
百》

さ
ら
に
す
Ｌ
ん
で
、
す
べ
て
の
残
存
価
値
が
ゼ
ロ
と
仮
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｑ
野
Ⅱ
◎
》
星
Ⅱ
Ｐ
魚
。
Ⅱ
Ｓ
か
上
る
仮
定
も
実
際

上
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
仙
式
の
条
件
は
と
り
わ
け
単
純
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
仮
定
は
、
二
一

は
つ
ぎ
の
式
に
移
行
す
る
。

あ
る
い
は

新
設
備
の
残
存
価
値
お
よ
び
旧
設
備
の
残
存
耐
用
期
間
末
に
お
け
る
残
存
価
値
が
ゼ
ロ
と
仮
定
さ
れ
る
と
き
。
（
冗
菖
Ⅱ
Ｐ
恩
。
Ⅱ
Ｓ

の
よ
う
な
仮
定
は
、
二
つ
の
残
存
価
値
を
見
種
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
に
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
仙
式
の
条
件

』ａ・『龍千斗雫帳倒十閃圏Ⅶ怜澤

」罰・〈媚》》》帳凶叺口．－国富

亘

（得山口）
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㈲
式
に
よ
る
と
、
新
設
備
の
臨
界
耐
用
年
数
は
、
直
線
法
に
し
た
が
っ
て
計
算
さ
れ
た
新
設
備
の
年
間
減
価
償
却
額
が
経
営
ｌ
修
繕
支
出

の
節
約
額
に
等
し
く
な
る
期
間
、
い
上
か
え
る
と
新
設
備
の
調
達
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
経
営
ｌ
修
繕
支
出
の
節
約
額
で
新
設
備
の
調
達
価

実
際
上
、
こ
の
計
算
は
利
子
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
す
れ
ば
、

催
恒
Ⅱ
願
ｌ
い
草

亘
日

③
な
お
御
式
か
ら
、
取
替
問
題
解
決
の
た
め
の
別
個
の
方
式
も
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
臨
界
値
方
法
」
（
島
の

旨
の
昏
巳
の
。
①
Ｈ
同
旨
円
ロ
の
ロ
尋
⑦
耳
の
）
の
利
用
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
旧
設
備
の
継
続
的
な
使
用
が
新
設
備
の
調
達
と
同
じ
よ
う
に
有
利
と
な
る
期
間
、
す
な
わ
ち
設
備
の
耐
用
年
数
の
臨
界
値
が
求

め
ら
れ
る
。
つ
い
で
、
期
待
さ
れ
る
新
設
備
の
耐
用
期
間
が
こ
の
臨
界
値
と
比
較
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
方
が
大
き
け
れ
ば
新
設
備

の
調
達
は
有
利
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は

新
設
備
の
耐
用
年
数
の
臨
界
値
を
ｚ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
式
か
ら
算
出
さ
れ
る
。

津
菖
・
郡
や
》
孵
叫
Ⅱ
願
ｌ
鈩
重

あ
る
い
は目

１１ 

:|鰈

、
Ｐ
＋
『
）
臼
因
ロ
ー
厨
包

Ｉ
‐
Ｉ
ｌ
 

（
桿
＋
》
）
刊
ｌ
澤
－
』
す

Ｃ
智
）

（出』ロ）

０ 



格
を
除
す
る
こ
と
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
値
で
あ
る
。

が
Ｌ
る
臨
界
値
方
法
に
よ
る
坂
替
計
算
‐
‐
そ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
ｌ
も
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
司
巳
・
㈲
・
の
◎
ぽ
目
の
画
の
Ｈ
ｍ
ｍ
・
ロ
。
○
・
・
ｍ
の
。
⑭
函
１
ｍ
←
巨
・
①
悸
南
。

（
６
）
ｑ
、
｝
・
因
・
の
、
云
口
の
冨
円
印
回
・
口
。
。
・
・
の
。
ｃ
、
承
。

（
７
）
因
叺
の
具
の
□
す
の
『
碩
剪
ロ
の
Ｈ
叩
日
ロ
ロ
：
『
三
】
の
閉
口
⑪
。
｝
〕
貝
匡
】
、
声
⑦
已
甸
Ｃ
厨
、
匡
巨
ロ
煩
津
具
。
①
日
。
⑥
亘
の
［
烏
『
ず
の
日
の
亘
一
、
冒
口
門
口
『
の
⑩
庁
冨
Ｃ
口
、
マ

ー
ロ
ロ
巨
口
、
や
国
、
豈
句
・
》
の
。
］
、
。
】
垣
、
少
の
。
、
①
提

『
ぬ
一
・
函
・
］
色
８
可
廸
己
勝
因
【
の
ロ
薗
己
【
。
こ
の
日
旨
ｇ
の
『
旨
く
①
の
芹
】
蝕
。
ｐ
印
【
の
ｎ
房
ロ
戸
口
曲
巨
ロ
ニ
ロ
⑥
【
同
］
員
旨
面
旦
の
【
宛
①
⑪
曰
具
凶
巨
ロ
、
の
』
回
巨
の
ｎ
ｍ
岸
円

戸
口
】
四
ｍ
の
ロ
凹
巨
［
＆
の
旨
く
①
禺
旨
目
切
の
ロ
厨
呂
の
冨
巨
口
煩
・
い
博
司
．
。
＠
・
］
ｍ
・
后
瑠
・
の
・
屋
・
率
。

（
８
）
『
ぬ
』
・
向
。
、
、
ゴ
ロ
の
苞
の
『
卯
Ｐ
四
・
○
・
』
の
⑭
。
『
聾
１
１
『
一
Ｆ
②
ｍ
、
４
℃
①

（
９
）
取
替
計
算
ｌ
一
般
的
に
い
っ
て
投
資
叶
算
ｌ
の
結
果
が
、
そ
の
ま
Ｌ
た
蟹
ち
に
企
業
あ
る
い
は
経
営
管
理
の
た
め
の
現
実
的
に
使
用
し
う
る
基

礎
を
な
す
の
で
は
な
い
。
投
資
叶
画
や
実
施
に
つ
い
て
終
局
的
な
決
定
を
下
す
に
い
た
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
や
局
面
が
配
慮
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
（
ｑ
ｍ
－
・
同
．
、
、
言
の
ご
日
日
・
凹
・
○
・
・
の
・
旨
、
負
巨
・
の
具
の
弓
の
『
ぬ
凸
・
囚
・
○
・
・
ｍ
。
、
巴
威
・
）
か
出
る
多
槻
な
要
因
の
一
つ
と

し
て
、
企
粟
の
流
勘
性
や
財
政
状
態
が
あ
げ
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
が
、
中
性
費
用
と
し
て
の
残
存
換
癬
価
値

の
存
在
は
、
「
競
争
政
籏
的
理
由
か
ら
望
ま
し
い
生
産
技
術
的
水
車
へ
の
適
応
過
程
に
お
け
笏
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
作
用
す
る
、
」
と
い
う
の
は
全
く

正
し
い
。
Ｓ
員
の
：
ｏ
『
ぬ
凸
・
色
。
。
・
・
の
．
⑰
＄
）
だ
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
喪
存
鰻
鱒
価
値
を
未
来
志
向
的
な
取
替
叶
算
の
な
か
に
ふ
く
め

投
資
叶
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

一一一一

触

（
２
）
ロ
・
の
ｎ
ケ
ロ
の
冨
の
Ｈ
》
四
・
Ｐ
Ｃ
・
］
の
。
悸
一
。
、
ｆ

（
３
）
ｑ
、
一
・
両
。
⑩
ロ
ケ
ロ
の
昼
の
円
い
Ｐ
餌
。
。
。
』
叩
。

（
４
）
㈲
。
⑩
ｎ
戸
目
の
己
⑱
『
、
四
・
四
・
○
・
・
の
。
⑭
②
函
。

（
１
）
国
．
、
）
＆
口
の
》
鳥
目
三
．
胃
扇
９
貰
三
、
富
①
一
斤
閏
の
９
口
目
、
》

（
２
）
ロ
・
の
ｎ
ケ
ロ
の
冨
の
Ｈ
》
四
・
Ｐ
Ｃ
・
］
の
。
悸
一
ｃ
ｌ
Ｈ
』
画

へ
３
）
ゴ
ロ
］
・
同
，
⑩
○
ず
ロ
①
国
の
円
い
四
・
国
．
。
；
叩
・
■
◎

目
昏
の
。
『
】
①
。
①
Ｈ
旨
く
①
の
二
二
．
口
や
函
・
鈩
巨
一
・
忌
呂
・
の
・
巴
１
ｓ



Ａ
…
・
・
・
年
間
経
営
支
出
。
こ
上
で
い
う
経
営
支
出
は
、
賃
金
支
払
い
や
原
料
調
達
な
ど
の
た
め
の
経
常
的
支
出
と
と
も
に
設
備
に
対
す

る
修
緒
支
出
も
ふ
く
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
各
年
度
末
に
一
定
の
大
き
さ
で
生
ず
る
。

〃
…
…
原
料
、
製
品
、
現
金
な
ど
ｌ
簡
単
に
い
っ
て
流
動
資
産
ｌ
の
経
営
に
必
襄
在
高
の
た
め
の
投
資
支
出
．
単
純
再
生
塵
の

場
合
そ
の
他
の
条
件
に
し
て
同
一
な
ら
ば
、
か
入
る
流
動
資
産
在
高
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
。

Ｉ
…
…
設
備
の
調
達
の
た
め
の
投
資
支
出
。
取
替
・
更
新
は
同
一
の
設
備
に
よ
り
、
一
定
の
時
間
的
間
隔
で
無
限
に
く
り
か
え
さ
れ

る
。
さ
し
あ
た
り
、
設
備
は
単
一
の
技
術
単
位
の
み
か
ら
な
る
。

〃
…
…
設
備
の
利
用
期
間
。
設
備
は
、
最
終
利
用
期
間
の
翌
年
度
始
め
に
取
替
え
ら
れ
る
。
給
付
能
力
は
設
術
の
除
去
ま
で
一
定
で
あ

る
．
利
用
期
間
末
に
籍
け
る
残
存
鱈
は
ゼ
虞
ｌ
旧
設
備
の
嘉
纐
格
と
墨
書
と
惟
相
等
し
い
，

Ｅ
…
…
年
間
収
入
。
年
間
収
入
は
、
年
間
経
営
支
出
と
同
様
に
、
各
年
度
末
に
一
定
の
大
き
さ
で
生
ず
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
同
一
額

Ｈ
単
純
再
生
産
を
前
提
す
る
と
、
企
》

価
格
お
よ
び
技
術
水
準
は
不
変
と
し
よ
う
。

四
企
業
評
価
の
一
般
原
則

－
１
支
出
‐
収
入
叶
算
と
饗
鬮
‐
収
銭
齢
算
ｌ

Ｈ
単
純
再
生
産
を
前
提
す
る
と
、
企
業
の
支
出
ｌ
収
入
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
禰
造
を
も
っ
と
仮
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、

る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
ひ
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
も
あ
る
と
こ
ろ
で
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
こ
う
し
た
こ
と
す

べ
て
は
本
来
の
投
資
叶
算
と
何
ら
関
係
が
な
い
、
」
か
ら
で
あ
る
。
（
の
具
目
す
の
日
酋
・
色
・
Ｐ
の
．
⑨
急
）

ｑ
、
］
・
向
・
の
具
の
口
ロ
の
【
ぬ
恥
の
日
ロ
」
百
ｍ
の
口
○
の
同
国
Ｒ
『
】
①
す
い
劃
『
旨
厨
、
澪
凰
［
⑫
」
の
耳
の
。
⑬
．
』
具
］
，
巴
閉
口
の
ｍ
・
匿
巨
・
函
巴
ｌ
噛
囹

（
、
）
『
ぬ
一
・
両
・
の
ロ
ゲ
ロ
の
画
の
Ｈ
ｍ
Ｆ
■
。
。
・
や
、
。
Ｓ
骨
朗
．

一

－ 

一

一

一



UＦ 

計
算
で
き
る
。

桴
＋
》
Ⅱ
ロ

と
措
定
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
企
業
の
支
出
ｌ
収
入
が
そ
れ
ぞ
れ
見
積
ら
れ
る
と
、
企
業
評
価
は
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
も
と
づ
い
て
容
易
に

な
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

の
無
限
の
系
列
を
な
す
。

と
な
る
。

れ
た
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
域
‐
は
、

理‐Ⅱ値Ⅶトー岬湘帥ｌ毎

収
入
の
現
価
は
、
媚

｛』）

同
様
に
し
て
経
営
支
出
の
現
価
は
、
や

蓮

同
じ
時
間
的
間
隔
、
利
用
期
間
〃
で
無
限
に
く
り
か
え
さ
れ
る
設
備
投
資
の
た
め
の
支
出
の
現
価
は
、

『
十
斗
十
腓
十
斗
十
…
…
…
＋
酢
Ⅲ
郡
酢

看）

最
初
の
投
資
の
た
め
に
一
回
だ
け
必
要
な
、
流
動
資
産
在
荷
に
対
す
る
支
出
の
現
価
は
、
恥
で
あ
る
か
ら
、
ひ
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら

．
？
…
…
還
元
利
率
。
還
元
利
率
は
計
算
利
子
率
に
等
し
い
と
し
、
さ
ら
に

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
評
価
が
問
題
に
な
る
場
合
、
企
業
は
計
画
の
う
え
で
存
在
す
る
の
で
は
な
く
て
、
事
実
上
す
で
に
設
立
さ
れ
運

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

一一一一一一

最
初
の
投
資
開
始
直
前
の
時
点
（
ひ
時
点
）
、
つ
ま
り
設
立
直
前
の
時
点
に
お
け
る
企
業
の
価
値
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

垂



小
時
点
後
の
任
意
の
時
点
波
に
お
け
る
再
投
資
支
出
の
現
価
は
、

小
胴
艸
・
汁
‐
宇
川
ｕ

一○｝

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
再
投
資
支
出
の
現
価
は
、
関
係
時
点
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
割
引
曲
鐙
に
そ
っ
て
変
化
す
る
．
そ
れ
は
、
ひ
時
点

と
こ
ろ
が
、
収
入
と
経
営
支
出
の
現
価
、
陶
訓
ｈ
は
、
収
入
と
経
営
支
出
が
そ
れ
ぞ
れ
無
限
の
期
間
に
わ
た
り
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
大
き

さ
で
生
ず
る
と
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
係
時
点
の
如
何
に
よ
り
左
右
さ
れ
な
い
。

経
営
に
必
要
な
流
動
資
産
在
高
の
た
め
の
支
出
の
現
価
は
、
ひ
時
点
後
の
関
係
時
点
に
お
い
て
は
計
算
に
入
ら
な
い
。
と
い
う
の
陸

か
上
る
投
資
の
た
め
に
将
来
い
か
な
る
支
出
も
も
は
や
必
要
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
設
備
に
対
す
る
再
投
資
支
出
の
現
価
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
る
。
③
式
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
、
一
定
の
〃
利
用
期
間

ご
と
に
無
限
に
更
新
さ
れ
る
設
備
投
資
支
出
の
ひ
時
点
に
お
け
る
現
価
は
、
設
備
取
替
え
ま
で
に
な
お
経
過
す
べ
き
期
間
に
対
し
て
、
ｌ

‐
閥
じ
こ
と
だ
が
、
す
で
に
経
過
し
た
設
備
の
利
用
期
間
憲
腹
と
す
れ
ば
、
（
こ
の
残
存
利
用
期
間
に
わ
た
っ
て
ｌ
割
引
き
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
胱
砕

三
四

営
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
支
出
Ｉ
収
入
の
系
列
の
現
価
は
、
最
初
の
投
資
以
後
の
時
点
に
関
係
さ
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。

ら
、
伊
時
点
、
最
初
の
投
資
直
後
、
い
Ｌ
か
え
る
と
企
業
設
立
直
後
に
お
け
る
再
投
資
支
出
の
現
価
は
、

耶胴Ⅱｊ沖１Ⅱ》即Ⅱ
一ｍ｝



における最低値（》ごｒＨ）から、設備取替えが近づくにつれて最初徐為に》ついで急速に簿冗時点における再投資
支出直前の最高値（》詣削）まで上昇す々か入る再投資支出の現価の動きに規制されて、支出Ｉ収入計算にもとづ

出
の
接
近
す
る
に
つ
れ
て
は
じ
め
ゆ
っ
く
り
と
つ
い
で
急
速
に
、
〃
時
点
に
お
け
る
再
投
資
直
前
の
最
低
値
Ｆ
Ⅱ
胸
北
‐
寵
艸
）

ま
で
低
下
す
る
。
再
投
資
後
に
は
、
企
業
の
価
値
は
再
び
飛
躍
的
に
げ
時
点
に
お
け
る
最
高
値
に
達
し
、
以
後
、
関
係
時
点
に
依
存
し
な

里
Ⅱ
個
札
ｌ
寸
阯

｛『｝

ひ
時
点
後
の
任
意
の
時
点
ｔ
に
お
け
る
企
業
の
価
値
且
、

ロⅡⅣ夘嵯ｌ小海岼剖
｛②｝ 

すなわち、企業の予想的成果価値は、投資直後（ひ時点）における最高値（、・今Ⅱ岬倭‐（『訓阯）から、恵投資支

以
上
の
よ
う
な
支
出
Ｉ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
評
価
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
費
用
Ｉ
収
益
計
算
を
基
礎
と
す
れ
ば
、
同
一
企
業
の
予
想

的
成
濡
臘
ｌ
い
わ
ゆ
る
収
喬
値
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
註
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
．

４
・
…
・
年
間
経
営
支
出
は
、
年
間
経
営
費
用
に
等
し
い
、

Ｉ
｜
〃
…
…
年
間
減
価
償
却
費
、
減
価
償
却
は
直
線
法
に
よ
り
計
上
さ
れ
る
、

投
資
叶
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
顧
）

三
五

（
２
）
 

が
ら
同
じ
経
過
を
く
り
か
』
え
す
の
で
あ
る
。

く
企
業
の
価
値
も
変
動
す
る
。

ひ
時
点
に
お
け
る
企
業
の
価
値
鈩
十
、



大
き
さ
を
も
っ
て
い
る
。

ロ
設
立
直
前
の
時
点
に
お
け
る
企
業
評
価
。
ひ
時
点
に
お
い
て
は
、
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
の
価
値
は
、
費
用
Ｉ
収
益
計
算

を
基
礎
と
し
て
伝
統
的
な
や
り
方
で
測
定
さ
れ
た
収
益
価
値
よ
り
遥
る
か
に
小
さ
い
。
そ
の
理
由
は
、
最
初
の
投
資
の
た
め
の
支
出
が
目

前
に
迫
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
現
価
の
方
が
、
設
備
の
利
用
期
間
に
わ
た
り
一
様
に
配
分
さ
れ
る
減
価
償
却
費
の
現
在
価
値
よ
り

は
る
か
に
重
く
の
し
か
上
っ
て
く
る
こ
と
に
あ
る
。
逆
に
設
立
直
後
の
時
点
（
伊
時
点
）
で
は
、
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
の
価
値

は
も
っ
と
も
大
き
い
。
と
い
う
の
は
、
再
投
資
の
た
め
の
支
出
は
、
他
の
す
べ
て
の
時
点
と
く
ら
べ
て
み
て
も
、
も
っ
と
も
遠
い
将
来
の

こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
設
備
再
調
達
の
た
め
の
支
出
の
現
価
は
も
っ
と
も
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
費
用
ｌ
収
益
計
算
に
よ
る
企
業
価
値
１
１
純
収
益
の
現
価
は
、
こ
の
二
つ
の
時
点
に
お
い
て
も
ま
た
他
の
す
べ
て
の

価
の
原
則
を
一
層
明
確
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
費
用
ｌ
収
益
計
算
に
よ
る
全
体
と
し
て
の
企
業
の
価
値
は
、
関
係
時
点
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
つ
ね
に
一
定
の

で
あ
り
、
そ
の
資
本
還
元
価
値
で
あ
る
収
益
価
値
は
、

Ｅ
…
…
年
間
収
入
は
、
年
間
収
益
と
一
致
す
る
、
と
前
提
し
、
ま
た
前
提
し
う
る
の
で
、
年
間
純
収
益
は
、

そ
こ
で
、
企
業
評
価
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
計
算
方
法
の
関
連
が
追
跡
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
比
る
試
み
は
、
ひ
い
て
は
企
業
評

同

邑

葛トｌｊＬ 
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時
点
に
お
い
て
も
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
つ
ね
に
一
定
の
大
き
さ
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
心
企
業
の
価
値
に
と
っ
て
や
設
備
そ
れ
自
身

が
存
在
す
る
の
か
あ
る
い
は
そ
の
建
設
の
プ
ラ
ン
の
み
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
だ
か

ら
、
従
来
一
般
的
な
手
法
で
予
想
的
純
収
益
を
資
本
還
元
す
る
こ
と
は
、
い
ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い
企
業
の
正
し
い
評
価
方
法
で
は
な

（
３
）
 

い
。
む
し
ろ
、
費
用
ｌ
収
益
を
基
礎
と
し
て
設
立
一
直
前
の
時
点
に
お
け
る
企
業
の
価
値
を
計
算
す
る
に
は
、
将
来
の
各
期
の
費
用
に
、
当

該
年
度
の
始
め
に
存
在
す
る
そ
の
と
き
ど
き
の
設
備
の
残
存
価
値
に
対
す
る
計
算
利
子
、
お
よ
び
流
動
資
産
の
一
定
在
高
に
対
す
る
計
算

利
子
が
加
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
計
算
利
子
が
「
調
整
弁
」
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
、
調
整
さ
れ
た
費
用
系
列
の
現
価
と

支
出
系
列
の
現
価
と
の
間
の
差
異
は
消
滅
す
誼
』
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
饗
用
ｌ
収
益
計
算
に
よ
る
企
業
評
価
は
、
支
出
ｌ
収
入
計
算

と
こ
ろ
で
、
各
年
度
末
に
生
ず
る
減
価
俊
却
饗
に
そ
の
と
き
ど
き
に
現
存
す
る
設
備
残
存
価
値
に
対
す
る
計
算
利
子
を
く
わ
え
る
と
い

う
手
順
を
ふ
む
代
り
に
、
ｌ
年
金
法
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
Ｉ
設
備
に
対
す
る
毎
年
一
定
の
「
資
本
用
役
」
が
費
用
と
し
て
計
上
さ
れ

（
５
）
 

』
つ
る
。
設
備
に
対
す
る
「
資
本
用
役
」
と
は
、
減
価
償
却
額
と
未
回
収
の
設
備
残
存
価
値
に
対
す
る
利
子
と
か
ら
榊
成
さ
れ
て
い
る
年
金

で
あ
る
．
設
備
が
利
用
期
間
“
で
震
に
同
一
設
備
に
よ
っ
て
噸
替
・
更
新
さ
れ
る
と
き
、
「
資
本
用
役
」
を
曇
る
に
は
ｌ
す
で
に

公
式
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
１
１
設
術
調
達
価
格
（
基
本
投
資
）
に
た
蟹
ち
に
期
間
〃
に
応
じ
た
資
本
回
収
係
数
を
乗
ず
れ
ば
よ
い
。

この「資本用役」の現価は、奇脳俳・半であり、それは、③式によって計算された一定の時間的間隔打で無限にくり
かえされる設備投資支出のひ時点における現価（小瓶しに等しい。
投
寅
叶
算
と
企
築
呼
価
の
原
理
（
内
藤
）

三
七

に
よ
る
そ
れ
と
同
じ
値
に
な
る
。

傘

ノ



こ
の
設
立
直
前
の
時
点
に
お
け
る
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
国
・
‐
と
は
、
投
資
計
算
の
基
本
原
則
の
と
こ
ろ
で
用
い
た
用
語
法
に
し

た
が
う
と
、
ひ
時
点
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
投
資
の
資
本
価
値
の
こ
と
で
あ
々
か
上
る
ひ
時
点
に
お
け
る
投
資
の
資
本
価
値
こ
そ
、
正

（
６
）
 

（
７
）
 

確
な
い
み
で
シ
ニ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
い
う
「
還
一
元
剰
余
価
値
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
一
般
的
に
は
暖
簾
価
値
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
暖
簾
価
値
と
は
、
脚
式
お
よ
び
舍
巴
式
が
し
め
す
よ
う
に
、
計
画
さ
れ
た
企
業
に
将
来
拘
束
さ
れ
る
資
本
が
計
算
利
子
率

官
）

で
の
利
回
り
を
こ
』
え
て
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
余
剰
の
現
価
で
あ
る
。

と
一
致
す
る
。

と
な
る
。
そ
れ
は
、
倒
式
の
表
現
１
－
支
出
Ｉ
収
入
計
算
に
も
と
づ
き
計
算
さ
れ
た
げ
時
点
に
お
け
る
企
業
価
値
駁
‐

伊‐Ⅱ陶釧トー寸佃Ｈ１毎

三
八

要
す
る
に
、
設
立
直
前
の
時
点
に
お
け
る
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
が
費
用
ｌ
収
益
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
、
そ
れ
が
正
し
い
結
果

に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
一
般
的
な
直
線
法
に
し
た
が
っ
た
年
間
減
価
俊
却
費
の
代
り
に
、
設
備
に
対
す
る
「
資
本
用
役
」
が
く
み
入
れ

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
経
営
に
と
り
必
要
な
流
動
資
産
在
高
に
対
す
る
計
算
利
子
も
費
用
に
算
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

あ

蝿
調
整
さ
れ
た
年
間
純
収
益
は
、

ロ
ー
控
Ｉ
や
塒
Ｆ
１
与
軋

そ
の
資
本
還
元
価
値
は
、

Ｈ
閂
。
。
閏

。
‐
１
１
１
１

獄
苗

Ｐ■、

燭
、＝'



曰
設
立
直
後
な
い
し
識
震
替
・
更
新
直
後
の
嶬
点
に
お
け
る
企
業
語
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
の
価
値
Ｉ
純
収
入
の

現
価
は
、
企
業
設
立
直
後
な
い
し
再
投
資
直
後
の
時
点
（
ひ
時
点
）
に
お
い
て
最
高
値
を
し
め
し
、
そ
れ
は
ま
た
設
備
の
利
用
期
間
が
長

け
れ
ば
長
い
程
、
そ
れ
だ
け
純
収
益
の
現
価
を
上
回
る
。

抄
上
る
小
時
点
に
お
け
る
企
業
の
純
収
入
の
現
価
と
純
収
益
の
現
価
と
の
間
の
差
は
、
利
用
期
間
に
わ
た
っ
て
一
様
に
配
分
さ
れ
る
減

価
償
却
が
再
投
資
の
た
め
の
支
出
よ
り
早
く
生
ず
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
減
価
償
却
費
の
現
価
が
再
投
資
支
出
の
現
価
よ
り
大
き
い
こ
と

に
も
と
づ
い
て
い
る
。
減
価
償
却
額
が
支
出
と
な
る
の
は
、
そ
の
計
算
年
度
に
お
い
て
で
は
な
く
、
取
替
・
更
新
投
資
の
時
点
に
お
い
て

で
あ
る
。
か
く
て
、
流
動
化
す
る
減
価
償
却
資
金
は
、
設
備
の
取
替
・
更
新
ま
で
の
期
間
、
企
業
に
よ
り
自
由
に
処
分
さ
れ
う
る
し
、
利

子
茎
む
よ
う
企
業
外
部
に
ｌ
た
と
え
ば
証
券
投
資
や
銀
行
預
金
の
形
で
ｌ
放
資
さ
れ
う
る
．
し
た
が
っ
て
、
祷
償
却
の
鬮
始
か

ら
再
投
資
ま
で
の
期
間
に
流
動
化
す
る
償
却
資
金
に
対
す
る
計
算
利
子
を
、
費
用
か
ら
控
除
す
る
か
あ
る
い
は
収
益
に
加
算
す
る
と
、
予

可
）

想
的
純
収
益
の
現
価
は
純
収
入
の
そ
れ
ま
で
大
き
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
各
年
度
の
費
用
か
ら
流
動
的
な
償
却
資
金
に
対
す
る
計
算
利
子
を
控
除
す
る
代
り
に
、
減
価
償
却
額
を
は
じ
め
か
ら
そ
れ

に
帰
す
る
計
算
利
子
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
る
と
き
、
直
線
的
な
減
価
償
却
（
１
万
）
に
対
し
て
、
利
子
だ
け
減

少
せ
し
め
ら
れ
た
減
価
償
却
は
、
シ
ニ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
し
た
が
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
算
で
き
姉
）

郡
｛①〉

臺
痩
が
十
…
署
ょ
，
計
算
臺
鯲
鬘
籟
薑
投
資
支
…
価
（
汗
）
に
等
ｋ
・

し
添
っ
て
、
利
子
だ
け
減
少
さ
れ
た
減
標
却
額
ｌ
減
債
鑿
法
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
た
減
価
償
却
績
ｌ
を
将
来
の
箒
と
し
て

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

三
九



す
な
わ
ち
、
設
立
直
後
な
い
し
取
替
・
更
新
直
後
に
お
け
る
企
業
価
値
が
、
将
来
遊
離
す
る
減
価
償
却
資
金
に
対
す
る
利
子
を
見
穂
る

こ
と
な
く
費
用
Ｉ
収
益
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
や
ま
っ
た
結
果
に
導
く
。
な
ぜ
な
員
か
Ｌ
る
費
用
Ｉ
収
益
計

算
は
、
減
価
悩
却
に
よ
っ
て
設
備
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
資
本
が
減
少
し
、
か
く
て
生
ず
る
流
動
的
な
減
価
償
却
資
金
が
少
く
と
も
計
算
利

（
皿
）

子
を
生
む
よ
う
放
資
さ
れ
』
つ
る
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

閂
設
立
後
な
い
し
設
備
取
替
・
更
新
後
す
で
に
数
年
経
過
し
た
時
点
に
お
け
る
企
業
評
価
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
伊
時
点
後
の
各

時
点
鱗
に
鐙
け
る
支
出
‐
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
価
値
ｌ
総
収
入
の
蕊
震
霄
投
資
支
出
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
小
さ
く
な
る
．
こ
れ

に
反
し
て
、
費
用
‐
収
益
計
算
に
よ
る
企
業
価
値
ｌ
純
収
益
の
現
価
嶢
各
時
点
に
鎧
い
て
同
じ
大
慧
さ
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
二

つ
の
企
業
価
値
の
間
の
差
異
は
、
各
関
係
時
点
に
お
い
て
変
動
す
る
。
で
は
い
か
な
る
時
点
で
こ
れ
ら
二
つ
の
企
業
価
値
が
等
し
く
な
る

計
上
す
る
と
、
調
整
さ
れ
た
年
間
純
収
益
は
、

と
一
致
す
る
。

陸
例
式
の
結
果
－
１
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
ひ
時
点
に
お
け
る
企
業
価
値
騨
十

塚十Ⅱ個引トー岬Ⅲ割
く『〉

で
あ
り
、
そ
の
資
本
還
元
価
値

旧叩トー小川Ｊ・半 2lｘ 

ゲー、

－ｑ 

ｇ， 

四
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ｒ
■
１
０
Ａ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ｂ
ｒ
Ｌ
ｌ
リ
ー
ー
ー
ー
ト
０
９
０
０
‐
０
■
Ⅱ
■
■
■
Ｂ
ｌ
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
０
６
Ⅱ
０
‐
９
，
Ｉ
‐ そ
れ
は
さ
て
お
き
、
企
業
設
立
な
い
し
設
備
取
替
・
更
新
後
の
任
意
の
時
点
ｊ
に
お
け
る
純
収
入
の
現
価
と
純
収
益
の
現
価
と
の
間
の

関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
る
が
、
こ
人
で
は
利
子
だ
け
減
少
せ
し
め
ら
れ
た
減
価
償

（
田
》

却
綱
－
１
減
憤
董
法
に
応
じ
て
計
潔
さ
れ
た
減
纏
蓋
Ｉ
を
将
来
の
愛
用
と
し
て
計
上
す
る
方
法
に
も
と
づ
い
て
説
明
し
よ
う
．

と
こ
ろ
で
利
子
だ
け
減
少
さ
れ
た
減
価
償
却
計
算
か
ら
出
発
す
る
と
、
減
価
償
却
は
設
備
の
残
存
利
用
期
間
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
陸
か
上
る
処
方
を
櫛
ず
る
と
き
に
の
み
、
次
期
取
替
・
更
新
支
出
の
現
価
と
の
同
一
性
が
保
証
せ
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
す
で
に
ｔ
年
経
過
し
た
設
備
の
再
調
達
価
値
は
、
設
備
の
全
利
用
期
間
に
わ
た
っ
て
で
は
な
く
、
－
１
将
来
遊

（
ｕ
）
 

雛
す
る
減
価
蔓
資
金
に
対
す
る
計
算
利
子
薑
積
っ
て
ｌ
残
存
利
用
期
間
（
贄
‐
蘂
）
に
配
分
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
．
も
っ
と
も
、
次

期
再
投
資
後
の
更
新
さ
れ
た
設
備
の
利
用
期
間
に
対
し
て
は
、
利
子
だ
け
減
少
せ
し
め
ら
れ
た
減
価
償
却
が
再
び
設
備
の
全
利
用
期
間
を

基
礎
に
し
て
計
算
さ
れ
る
。

か
Ｉ
そ
れ
は
露
将
来
の
定
額
減
纒
却
費
の
現
価
篝
投
資
支
出
の
現
価
と
嵩
す
る
時
点
に
鬚
い
て
で
鬘
そ
の
時
点
を
筵
と
す

（
昭
）

れ
ば
、
ｚ
は
つ
ぎ
の
式
か
ら
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
計
算
過
程
を
通
じ
て
調
整
さ
れ
た
将
来
の
減
価
償
却
費
系
列
の
ｔ
時
点
に
割
引
き
さ
れ
た
現
価
は
、

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

ｗ訓斫凶。、Ⅱ十・十

寸
酢
内
川
Ⅲ
Ⅲ
十
節
卜
】
十
斗
し
納
十
｛
礼
鄙
豊
科
』
豆

●
 

●
●
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四
二

であり、それは⑥式により計算された再投資支出のｆ時点における現価（（Ⅱ偶Ｈ）と一致する。
要
す
る
に
、
利
子
だ
け
減
少
せ
し
め
ら
れ
た
減
価
償
却
が
設
備
の
全
利
用
期
間
を
前
提
し
て
計
算
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
大
き
さ
で
の
み

費
用
と
し
て
企
業
価
値
測
定
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
設
備
の
取
替
・
更
新
ま
で
に
遊
離
す
る
減
価
償
却
額
と
そ
の
利
子
と
か
ら

で
は
、
設
備
の
駁
替
・
更
新
支
出
蒜
填
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
．
金
利
用
期
間
に
わ
た
っ
て
計
算
さ
れ
た
謡
償
却
額
ｌ
利
子
だ
け

減
少
さ
れ
た
そ
れ
Ｉ
が
予
定
で
き
る
の
は
、
企
業
の
移
鰭
に
あ
た
っ
て
、
す
で
に
霊
し
た
殻
備
の
利
用
期
閥
拶
の
う
ち
に
生
じ
た
減

が
、
－
１
現
金
に
せ
よ
そ
の
他
の
資
霞
鬚
に
せ
よ
ｌ
特
別
の
反
対
給
付
な
く
震
で
同
時
に
霧
さ
れ
る
場
合
だ
け
で
あ
る
．
し
か

る
と
き
に
の
み
、
こ
の
金
額
と
、
将
来
生
ず
る
－
１
全
利
用
期
間
を
基
礎
に
し
て
計
算
さ
れ
－
ｌ
利
子
だ
け
減
少
さ
れ
た
減
価
償
却
費
の

謡
は
、
再
投
蔓
出
の
膠
時
点
に
割
引
か
れ
た
現
価
ｌ
何
式
ｌ
と
等
し
く
な
る
．

か
か
る
関
係
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
表
現
で
き
る
。

任
意
の
時
点
２
に
お
い
て
、
企
業
評
価
し
た
が
っ
て
ま
た
企
業
移
転
の
さ
い
、
同
時
に
従
来
の
減
価
償
却
基
金
も
無
償
で
交
付
さ
れ
る

な
ら
ば
、
ｔ
時
点
で
の
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
の
価
値
且

価
償
却
額
と
そ
の
利
子

に
、
利
子
計
算
さ
れ
た
減
価
償
却
基
金
が
く
わ
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。

駁Ⅱ陶刈峰Ｉ
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枢
「
餅
辮
走
‐
枢
「
郡

〈『）

計
薑
：
ｊ
鬘
…
企
濡
：
筒
じ
こ
と
…
っ
霞
，
奎
謡
「
蓬
…
従
萎

減
価
償
却
基
金
ｌ
も
ち
ろ
ん
利
子
計
算
さ
れ
た
そ
れ
Ｉ
が
震
で
交
付
さ
れ
る
な
ら
、
企
業
価
値
は
つ
ね
に
設
立
直
後
な
い
し
更
新

（
胸
）

一
直
後
の
時
点
に
お
け
る
企
業
価
値
壊
十
と
一
致
し
、
、
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
条
件
が
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

二
蓑
し
廩
新
後
…
時
…
…
…
震
…
本
鳳
役
』
…
一
定
。
鬮
薑

鯲閥ⅡⅡ岬譜叶・トー絹船川い
か
か
る
関
連
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
と
、
ｔ
時
点
に
お
け
る
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
且

域
Ⅱ
胸
Ⅲ
仏
－
や
Ｒ
’

一巴
『
垣
ヨ
ー
』

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
変
え
ら
れ
る
で
あ
る
麺

熈Ⅱｌｈ１Ｉ１珈澗部↓ｌ術山十［帰船Ⅲ電十毎］
豆
・

胸
式
の
前
菫
す
べ
て
の
時
点
に
鐺
い
て
一
定
で
あ
り
、
倒
式
ｌ
企
業
設
立
箒
の
時
点
げ
に
お
け
る
綬
入
の
濡
壊
「
に

照
応
す
る
．
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
暖
簾
価
値
で
あ
る
．
他
方
關
式
の
後
半
は
…
Ｉ
設
備
利
用
期
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
す
る
．

か
か
る
事
態
１
１
設
備
の
年
令
を
無
視
し
て
計
算
し
た
と
こ
ろ
に
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
伝
統
的
な
費
用
Ｉ
収
益
計
算
に
よ
る
企
業
評
価

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
顧
）

四
三

国
設
一

っ
て
い
る
。



￣ 

と
に
な
る
。

そ
れ
に
、
経
営
に
と
り
必
要
な
流
動
資
産
在
高
の
再
生
産
価
値
功
を
合
計
し
た
の
が
胸
式
の
後
半
で
あ
る
か
ら
、
胸
式
の
後
半
は
世
時
点

に
鐙
け
る
企
業
の
重
簑
存
価
値
ｌ
な
い
し
膠
時
点
で
の
企
業
に
拘
束
さ
れ
た
資
本
額
ｌ
に
ほ
か
な
ら
な
い
．

こ
う
み
て
く
る
と
、
側
式
の
変
形
で
あ
る
胸
式
は
、
３
時
点
に
お
け
る
企
業
価
値
ａ
が
、
時
点
無
関
連
な
暖
簾
価
値
と
時
点
関
連
的
な

再
生
産
残
存
価
値
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
も
め
企
業
評
価
Ⅱ
移
転
の
さ
い
、
従
来
の
減
価
償
却
基
金
が
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
な
ら
、
利
子
計
算
さ
れ
た
償
却
額
が
伽
式
に

く
わ
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
計
算
結
果
は
、
設
立
な
い
し
更
新
直
後
の
時
点
に
お
け
る
企
業
価
値
埋
十
と
一
致
す
る
と

な
お
、
他
人
資
本
に
よ
る
金
融
と
か
掛
売
り
・
掛
買
い
な
ど
の
諸
条
件
を
加
味
し
て
も
、
以
上
説
明
し
た
企
業
評
価
の
原
則
が
依
然
と

し
て
妥
当
す
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
る
厘
麺

の
根
本
的
な
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

がそれはともかく、帯帆川覗は、ｔ時点における設備残存価獅トー立ち入っていうと設備の再生産価値から節約利
子
だ
け
増
加
し
た
従
来
の
減
価
償
却
額
を
差
引
い
た
値
で
あ
る
。

註

（
１
）
 

（
２
）
 

す
） 嶺帆川孵Ⅱ『－炉關Ⅲ半

己
碩
』
・
向
・
印
、
ゴ
コ
の
苞
の
Ｈ
、
二
三
『
厨
○
ぽ
い
【
畠
、
ゴ
庁
①
】
厨
閂
の
、
巨
口
ロ
ロ
頗
司
ロ
の
Ｃ
ユ
の
ロ
①
『
閂
ロ
ゴ
①
の
【
嵐
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】
画
》
シ
員
』
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届
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】
叩
・
】
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１
９

ぐ
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ご
－
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田
口
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の
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◎
口
Ｃ
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⑦
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『
Ｎ
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戸
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厨
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Ｈ
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］
垣
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『
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←
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索
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因
巨
朋
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ぐ
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□
○
．
］
ず
①
恥
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・
回
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○
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℃
の
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起
魚
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輪
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五
減
価
償
却
資
金
の
追
加
投
賢
と
企
業
評
価

Ｈ
従
来
、
減
価
償
却
に
よ
っ
て
流
動
化
す
る
資
金
は
、
そ
れ
が
生
じ
た
設
備
の
再
調
達
の
た
め
に
の
み
使
用
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
。

そ
こ
か
ら
必
藷
に
、
謡
的
な
減
価
償
却
資
金
は
、
そ
の
再
投
資
ま
で
の
期
間
企
業
外
部
に
ｌ
た
と
え
鑑
券
投
資
や
銀
行
預
金

（
四
）
『
砲
一
・
四
・
用
口
、
言
目
□
一
の
シ
ヮ
の
ロ
ゴ
『
の
ご
巨
口
鯨
巳
認
》
の
。
目

（
四
）
『
、
一
・
国
巨
船
の
『
。
ｐ
○
○
一
ワ
の
釦
四
・
回
。
。
。
ご
ｍ
・
己
印
．

さ
ら
に
、
近
似
的
方
法
の
亜
菰
形
態
を
適
用
す
る
と
（
冒
）
式
は
（
評
）
式
に
、

胸叩腱‐〔兆十噸‐『・》〕・↑陶川傘Ⅱ伜＋＋
（『、）

に
移
行
す
る
。
（
弓
）
式
お
よ
び
（
『
、
）
式
は
、
小
時
点
に
お
け
る
企
業
価
値
が
、
伝
統
的
な
や
り
方
で
叶
算
さ
れ
た
収
益
価
値
に
、
減
価
償
却

に
よ
・
て
平
均
的
に
遊
艤
す
る
自
由
な
資
本
額
（
酷
・
屯
あ
る
ぃ
腱
牛
）
を
加
え
臆
の
に
鯵
し
い
、
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
．

（
⑫
）
国
巨
⑪
招
く
目
○
．
】
ロ
の
酋
・
四
・
○
・
》
の
．
量
一

（
過
）
ｑ
、
一
・
国
巨
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①
ご
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四
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・
ｓ
ｌ
ｇ

（
ｕ
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ヨ
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、
ご
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旦
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傾
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、
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、
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ｎ
ケ
『
。
□
菌
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匡
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四
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そ
こ
で
、
ま
ず
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
が
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
基
礎
に
し
て
、
流
動
的
な
減
価
償
却
貸
金

が
追
加
投
資
さ
れ
る
と
き
の
企
業
評
価
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

ロ
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
の
取
替
・
更
新
を
危
険
に
し
な
い
よ
う
に
追
加
投
資
し
う
る
た
め
に
は
、
流
動
的
な
俊
却
資
金
が
一
時

的
に
遊
離
す
る
の
で
は
な
く
て
、
永
続
的
に
遊
離
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
企
業
が
一
単
位
の
設
備
し
か
も
っ
て
い
な
い
と
き
、
ま
た
は

多
数
の
設
備
が
現
存
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
同
一
時
点
で
調
達
さ
れ
同
一
の
利
用
期
間
を
も
つ
と
き
、
設
備
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
は
再

（
１
）
 

投
資
と
《
で
一
時
的
に
遊
離
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
企
業
の
設
備
が
か
か
る
構
造
を
も
つ
場
合
に
は
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
の
取
替
・
更

新
を
危
険
に
し
な
い
よ
う
に
、
遊
離
さ
れ
た
償
却
資
金
を
設
備
に
対
す
る
追
加
投
資
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
が
し
か
し

投
資
叶
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
麗
）

四
七

の
形
で
放
資
さ
れ
る
と
予
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
か
か
る
仮
定
条
件
は
い
ま
や
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
多
く
の

場
合
、
流
動
的
な
償
却
資
金
は
最
初
の
設
備
の
取
替
・
更
新
に
使
用
さ
れ
な
い
で
、
追
加
投
資
と
し
て
企
業
内
部
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
内
部
に
お
け
る
利
用
と
い
っ
て
も
、
た
と
え
ば
流
動
資
産
へ
の
投
資
な
ど
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
、
償
却
資
金
が
排
他
的
に
設
備
に
対
す
る
追
加
投
資
と
し
て
の
み
使
用
さ
れ
る
と
前
提
し
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
企
業
が
す
で
に
設
立
さ

れ
て
い
る
限
り
、
減
価
償
却
に
よ
っ
て
遊
離
す
る
資
金
の
設
備
へ
の
追
加
投
資
の
や
り
方
に
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
タ
イ

プ
が
可
能
で
あ
る
。

ｂ
、
減
価
償
却
か
ら
生
ず
》

的
に
追
加
投
資
さ
れ
る
場
合
。

ａ
、
》

る
場
合
。減
価
償
却
か
ら
生
ず
る
流
動
的
な
資
金
が
、
後
に
な
っ
て
必
要
と
な
る
最
初
の
設
備
の
取
替
・
更
新
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
連
続

減
価
償
却
に
よ
っ
て
遊
離
さ
れ
た
資
金
が
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
の
取
替
・
更
新
を
危
険
に
し
な
い
よ
う
に
追
加
投
資
さ
れ



償
却
額
は
、

そ
れ
は
、
最
長
の
利
用
期
間
を
も
つ
設
備
の
調
達
価
格
と
同
額
で
あ
り
、
か
つ
コ
ソ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
。

他
方
、
設
備
更
新
の
た
め
の
再
投
資
支
出
は
変
動
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
設
備
の
利
用
期
間
が
異
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
年
度
の
再
投

全
設
備
の
調
達
価
格
は
、

ｌ
遊
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
そ
し
て
、
そ
』

す
る
追
加
投
資
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

現
実
に
お
い
て
、
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
期
間
を
も
つ
多
数
の
設
備
を
備
え
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
多
数
の
設

臓
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
期
間
の
交
錯
か
ら
、
謡
償
却
額
の
一
定
部
分
棊
誘
に
Ｉ
あ
る
い
は
少
く
と
も
非
常
に
長
期
に
わ
た
っ
て

Ｉ
遊
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
そ
し
て
、
そ
れ
は
最
初
に
翌
さ
れ
た
篇
の
坂
替
・
更
新
漣
あ
や
う
ぐ
す
る
こ
と
な
く
、
議
に
対

円Ⅱｐ＋画ｐ＋山ロ＋………＋苞・負Ⅱｐ》（鼬＋得）
で
あ
り
、
〃
は
最
長
の
利
用
期
間
を
も
つ
設
備
の
利
用
期
間
お
よ
び
設
備
数
を
し
め
し
て
い
る
。

か
か
る
条
件
の
も
と
で
、
減
価
償
却
は
直
線
法
に
し
た
が
い
、
各
設
備
の
利
用
期
間
末
で
の
残
存
価
値
を
ゼ
ロ
と
す
る
と
、
年
間
減
価

（
２
）
 

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ル
フ
チ
の
説
明
が
あ
る
。

ル
フ
チ
は
、
設
備
の
調
達
価
格
が
商
い
程
、
利
用
期
間
も
長
い
と
い
う
仮
定
か
ら
出
発
す
る
。
一
年
の
利
用
期
間
の
設
備
は
α
マ
ル
ク
、

二
年
の
そ
れ
は
ぎ
マ
ル
ク
、
：
…
・
刀
年
の
利
用
期
間
の
設
備
は
樹
・
ロ
マ
ル
ク
。
と
す
れ
ば
、
最
初
の
投
資
支
出
Ｉ
、
同
じ
こ
と
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
設
備
構
造
を
有
す
る
企
業
の
も
と
で
の
「
資
本
遊
離
効
果
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
表
裏
関
係
に
あ
る
「
能
力
拡
張
効
果
」

十
・
十
鞭
十
岬
十
…
…
…
＋
鞭
Ⅱ
：

四
八



資
支
出
が
異
っ
た
幅
で
生
ず
る
こ
と
に
よ
る
．
だ
か
ら
、
鰄
鐵
の
年
度
に
鏡
け
る
ｌ
再
投
貸
支
出
控
除
後
の
１
１
自
由
に
処
分
で
き
る

流
動
的
な
償
却
資
金
も
変
動
す
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
期
間
を
も
っ
た
多
数
の
設
備
が
存
在
す
る
と
き
に
は
、
取
替
・
更
新
の

発
生
は
多
か
れ
少
か
れ
均
等
に
期
間
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
い
い
か
え
る
と
「
取
替
調
達
時
点
と
金
額
の
間
に
均
衡
化
へ
の
傾

（
３
）
 

向
」
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
と
と
も
に
、
、
永
続
的
に
自
由
な
償
却
資
金
も
か
な
り
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

か
か
る
永
続
的
に
遊
離
さ
れ
る
減
価
償
却
資
金
、
し
か
も
そ
の
平
均
的
な
大
き
さ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
概
算
さ
れ
う
る
。

ら
を
計
算
か
ら
除
外
し
て
よ
い
。

の
規
模
で
継
続
的
に
生
ず
る
。

そ
れ
は
、
ま
え
に
算
出
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
年
間
減
価
償
却
額
（
：
）
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
旧
耽
年
以
降
は
、
平
均
す
る

と
年
間
減
価
償
却
額
と
年
間
再
投
資
支
出
と
は
同
じ
大
き
さ
に
な
る
の
で
、
永
続
的
に
遊
離
す
る
償
却
資
金
を
見
積
る
た
め
に
は
、
そ
れ

であるから、隈斗卜

負い（塾＋ご唖

最
初
の
投
資
支
出
Ｉ
全
設
備
の
調
濤
格
は
、
齢
（
露
十
』
）
で
あ
る
か
ら
、
一
薦
あ
た
り
の
調
達
価
格
掌
湾
す
る
と
、

設
備
の
平
均
的
な
利
用
期
間
は
、

投
資
計
算
と
企
業
呼
価
の
原
理
（
内
藤
）

ｐ鴎（斡十惇）．＋Ⅱ醜（劃十］）

匡
什
岸
…
に
肥
陰
Ⅱ
率
（
憶
弛
）
Ⅱ
蝉
］

ヨ

・
苫
十
得
「
Ⅱ
ロ
・
葛

．
－
画 年
以
後
は
、
取
替
・
更
新
の
た
め
の
平
均
的
な
年
間
支
出
が
、

四
九



で
あ
り
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
貸
本
遊
離
係
数
」
で
あ
る
。
〃
、
し
た
が
っ
て
設
備
の
数
と
利
用
期
間
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
程
、
「
安

本
遊
離
係
数
」
は
限
界
値
兄
に
接
近
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
減
価
俄
却
に
よ
っ
て
永
続
的
に
遊
離
さ
れ
た
自
由
な
盗
本
が
、
設
備
に
対
す
る
追
加
投
笂
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と

一
定
時
点
以
後
ま
た
追
加
投
資
か
ら
「
資
本
遊
離
係
数
」
に
応
じ
て
永
続
的
に
自
由
な
減
価
償
却
資
金
が
発
生
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
ま
た

（
４
）
 

追
加
投
資
さ
れ
る
と
い
う
一
連
の
関
係
が
生
ず
る
。
時
間
の
経
過
の
う
ち
に
相
次
い
で
な
さ
れ
た
投
資
総
額
（
調
達
さ
れ
た
設
備
の
価
格

総
計
）
は
、
鍛
初
の
投
資
支
出
を
初
項
と
し
「
資
本
遊
離
係
数
」
を
公
比
と
す
る
無
限
減
少
幾
何
級
数
の
公
式
に
も
と
づ
い
て
計
算
さ
れ

う
る
で
あ
ろ
う
。
計
算
上
、
初
項
で
あ
る
最
初
の
投
資
支
出
を
１
と
す
れ
ば
、
「
拡
張
係
数
」
あ
る
い
は
「
拡
張
乗
数
」
が
求
め
ら
れ
る
。

同
様
に
侭
斗
い
年
以
後
、
平
均
し
て
永
続
的
に
遊
離
す
る
減
価
償
却
資
金
は
、

臼・鴎（社十得）－牛（討十得）、Ⅱ牛（菖一惇）（苫ｌ惇）

と
な
る
。
こ
の
永
続
的
に
遊
離
す
る
償
却
資
金
を
最
初
の
投
資
支
出
（
設
備
の
調
達
価
絡
）
と
の
比
率
で
し
め
す
と
、

五
○

で
鬘
こ
の
一
鬘
た
り
誓
襲
調
達
露
に
嘔
墓
ず
る
と
、
罐
年
以
後
、
平
均
し
て
永
続
的
に
拘
束
ざ
薑
本

額
が
え
ら
れ
る
。

坪
（
三
・
堰
Ａ
三
”

津（葛十吟）（葛Ｉ停）・釧刑『〔》判引『Ⅱ「》・巨訓ト
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す
な
わ
ち
、
永
続
的
に
遊
離
す
る
償
却
資
金
を
つ
み
か
さ
ね
て
行
く
と
、
や
が
て
「
投
資
拡
張
の
限
界
」
あ
る
い
は
「
能
力
拡
張
の
限

界
」
に
到
達
す
る
．
こ
の
拡
張
の
限
界
あ
る
い
麓
の
蝋
簑
最
初
の
投
資
支
出
Ｉ
あ
る
い
鬚
達
価
格
で
素
さ
れ
た
霧
の
議

籠
力
ｌ
に
「
拡
張
係
数
」
を
乗
じ
た
値
に
よ
っ
て
繍
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．

口
減
価
償
却
か
ら
生
ず
る
流
動
的
な
資
金
を
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
の
取
替
・
更
新
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
連
続
的
に
追
加
投

盗
し
う
る
た
め
に
は
、
企
業
の
設
備
が
任
意
に
分
割
さ
れ
う
る
こ
と
ｌ
す
な
わ
ち
設
備
の
利
用
期
間
催
同
一
で
あ
る
が
任
意
の
大
き
さ

（
５
）
 

で
調
達
さ
れ
う
る
こ
と
ｌ
を
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
も
っ
と
も
、
「
こ
の
分
鋼
可
能
性
と
い
う
性
墓
絶
対
的
で
な
く
、
綱

（
６
）
 

対
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
個
斉
の
設
備
の
企
業
の
設
備
全
体
に
対
す
る
関
係
が
問
題
で
あ
る
、
」
か
ら
。

た
と
え
ば
大
企
業
に
お
い
て
は
、
遊
離
さ
れ
た
償
却
貸
金
を
連
続
的
に
追
加
投
資
す
る
可
能
性
は
、
小
企
業
に
お
け
る
よ
り
遥
か
に
太
き

と
も
か
く
、
設
備
が
任
意
に
分
割
で
き
る
と
す
れ
ば
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
か
ら
流
動
化
す
る
減
価
償
却
資
金
を
連
続
的
に
同
一

利
用
期
間
を
も
つ
設
備
に
追
加
投
資
し
て
い
く
と
、
設
備
能
力
は
さ
し
あ
た
り
た
え
ず
増
大
し
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
の
利
用
期
間

が
経
過
す
る
直
前
の
年
度
に
最
高
限
に
達
す
る
。
つ
い
で
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
の
除
去
と
と
も
に
、
設
備
能
力
は
急
激
に
低
下
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
び
設
備
能
力
は
上
昇
し
、
次
第
に
変
動
の
幅
を
せ
ば
め
な
が
ら
一
定
水
準
に
向
っ
て
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
な
運
動

（
７
）
 

を
つ
づ
け
る
、
そ
し
て
、
篶
的
に
は
Ｉ
前
の
場
合
と
同
様
に
Ｉ
拡
張
の
限
界
あ
る
い
は
關
に
薑
す
る
．

い
ま
、
蛾
初
の
投
貸
支
出
Ｉ
、
同
じ
こ
と
だ
が
破
初
の
設
備
の
調
達
価
格
を
Ａ
と
し
、
利
用
期
間
を
〃
、
減
価
償
却
は
直
線
法
に
し
た

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

五
一

い
で
あ
ろ
う
。

卦
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澤
」
の
遊
離
さ
れ
る
償
却
資
金
は
設
備
に
対
す
る
追
加
投
資
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
初
の
設
備
か
ら
流
動
化
す
る
年
間
減

価
償
却
額』
｜

｛切一
鷺
←

侭
＋
員
川
ト
ー
〒
僧
‐
Ⅲ
咽
＋
…
…
…
＋
輝
十
卜
Ⅱ
瀞
に

智
旨
旨

曽
嵩
画

仙
式
を
利
用
期
間
兎
で
除
す
る
と
、
平
均
的
な
年
間
資
本
拘
束
額
は
、

》
径
・
州
叩
・
非
Ⅱ
》
・
侭
州
怡

平
均
的
に
遊
離
さ
れ
る
減
価
償
却
資
金
は
、

で
あ
る
。

同
様
に
し
て
、
資
本
拘
束
期
間
は
、

が
い
、
設
伽
の
利
用
期
間
末
に
お
け
る
残
存
価
値
を
ゼ
ロ
と
し
よ
う
。

し
か
る
と
き
、
〃
利
用
期
間
に
わ
た
っ
て
最
初
の
設
備
に
拘
束
さ
れ
る
資
本
総
額
は
、
名
年
度
末
に
減
価
償
却
額
Ａ
万
が
還
流
す
る

の
で
、

捧十怪障Ⅱト＋』ⅣⅡ肚十………十丸十弾Ⅱ』・［ｆ醐回）・》］Ⅱ』・蝉信一』｝・
苫
劃

仏

画ｉＰ

鬮医
画|邑
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戸＝■

ムヨ，でず
田一産

五
一
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る
。
そ
》

却
額
は
、

の
た
め
庭
璽
諭
上
、
年
闘
平
均
的
に
霧
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
資
本
鑓
平
堰
の
み
が
鑿
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
篝

る
。
そ
こ
で
、
平
均
的
に
遊
離
さ
れ
る
減
価
償
却
資
金
の
設
備
へ
の
追
加
投
資
か
ら
、
さ
ら
に
ま
た
追
加
的
に
生
ず
る
平
均
的
な
減
価
償

で
あ
る
。

の
大
き
さ
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

●
 

そ
れ
は
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
設
備
の
取
替
・
更
新
を
危
険
に
し
な
い
よ
う
に
追
加
投
盗
さ
れ
る
場
合
の

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

し
た
が
っ
て
、
求
め
る
「
拡
張
係
数
」
を
⑪
と
す
れ
ば
、
ｍ
は
つ
ぎ
の
式
よ
り
算
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
拡
張
の
限
界
あ
る
い
は
閾
に
お
い
て
は
、
平
均
的
な
年
間
減
価
償
却
額
は
、
伺
式
と
何
式
の
合
計
か
ら
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は

修
十
ト
禽
旧
脾
Ⅱ
仁
・
低
ド
ー

｛ヨ｝
鷲
葛
琶
十
揖
謎
胃
十
揖
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「
拡
張
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数
」
と
同
じ
で
あ
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逆
に
、
最
初
の
設
備
の
調
達
価
格
は
、
拡
張
の
限
界
（
閾
）
に
対
し
て

の
関
係
に
あ
る
。
仙
式
の
鴫
は
、
側
式
よ
り

四
・
‐
旧
ト
ー
Ⅱ
－
１
１
偶
１
１

苫
十
牌
麓
十
』

｛⑤｝ 
画

と
な
る
。
分
子
は
設
備
の
利
用
期
間
を
、
分
母
は
③
式
に
よ
り
資
本
の
拘
束
期
間
を
し
め
す
か
ら
、
シ
ニ
ー
フ
ァ
ー
や
ハ
ッ
ク
ス
と
と
も

（
８
）
 

に
、
簡
潔
に
「
拡
張
係
数
」
は
利
用
期
間
と
拘
束
期
間
と
の
比
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
〃
１
１
－
利
用

期
間
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
「
拡
張
係
数
」
は
限
界
値
２
に
接
近
す
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
投
資
あ
る
い
は
設
備
能
力
の
拡
張
の
限
界
（
閾
）
と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

拡
張
の
限
界
（
閾
）
に
あ
る
股
備
の
調
達
価
格
を
Ｐ
い
と
す
る
と
、
「
拡
張
係
数
」
に
よ
り

る
。

「
拡
張
係
数
」
は
書
き
変
え
る
と
、

」
ぬ
－
』
「
母

緯Ⅱ邑働・偲靴Ⅱ鳩・偲岻

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
印
Ⅱ
Ⅲ
・
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●
Ｄ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
０

劃
蜀
葛
十
牌

匹助Ⅱ』・‐に間‐
斡
十
停

亘 豆 ● 

五
四



霞
た
蝋
ト
は
、
②
式
填
，

鬮
弛
Ｌ
＋
圏
弛
十
侭
引
値
了
…
：
…
＋
傾
十
卜

菖
苫

で
あ
る
か
ら
、
伽
式
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
垂
国
き
あ
ら
た
め
ら
れ
る
。

』
‐
や
辨
十
平
辨
（
属
訓
怡
）
＋
…
…
＋
惨
ｒ
陣
に

（骨］四）
萬
葛
十
樗
菖

最
初
、
企
業
は
、
〃
利
用
期
間
を
、
も
つ
一
ヶ
の
、
あ
る
い
は
一
群
の
新
し
い
設
備
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
（
』
旨
）
式
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
拡
張
の
限
界
（
閾
）
に
お
い
て
は
、
全
設
備
は
〃
ヶ
の
設
備
群
に
、
し
か
も
第
一
の
１
－
〃
は
０
歳
、
第
二
の
１
－
〃
は
一
歳

…
…
第
〃
の
１
－
〃
は
（
ゴ
ー
樟
）
蔵
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
の
年
令
層
に
均
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
毎
年
除
去
さ
れ
る
設

備
群
の
た
め
の
取
替
・
更
新
支
出
（
北
獣
俶
Ｈ
）
は
、
年
間
減
価
倣
却
額

』
麺
Ⅱ
』
・
‐
値
憾
。
Ｆ
Ⅱ
催
・
Ｉ
陣
Ｆ

（『）
割
‐
苫
十
』
葛
苫
葛
十
得

と
つ
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
拡
張
の
限
界
（
閾
）
と
は
、
設
備
の
年
令
榊
成
の
点
で
、
ま
た
そ
れ
に
規
制
さ
れ
て
年
間
再
投
資
支
出
と
年

（
９
）
 

間
減
価
償
却
額
と
の
間
に
「
均
衡
状
態
」
が
成
立
し
て
い
る
こ
シ
｝
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
か
る
「
均
衡
状
態
」
に
あ
る
設
備
群
を

そ
の
年
令
構
成
を
無
視
し
て
調
達
価
格
で
合
計
す
る
と
き
、

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
最
初
の
投
資
支
出
あ
る
い
は
蛾
初
の
設
備
の
調
達
価
格
に
対
し
て
「
拡
張
効
果
」
が
生
じ
て
い
る
。
が
し
か
し
、
〃

投
資
叶
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

五
五

［傘・劃氷］・慧Ⅱ窪・凱龍Ⅱ塵。

ノ

亘
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五
六

ヶ
の
設
備
群
の
年
令
構
成
を
考
慮
し
た
残
存
価
値
の
合
計
を
求
め
れ
ば
》
そ
れ
は
（
巨
凹
）
式
が
し
め
す
よ
う
に
、
最
初
の
投
資
支
出
あ

る
い
は
最
初
の
設
備
の
調
達
価
格
に
等
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
遊
離
し
た
減
価
償
却
資
金
が
連
続
的
に
追
加
投
資
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

拘
束
さ
れ
た
資
本
額
は
つ
ね
に
一
定
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
も
と
づ
く
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
償
却
箕
金
の
追
加
投
資
に
よ
る
「
拡
張
効
果
」
と
は
、
内
容
に
即
し
て
い
う
と
、
そ
れ
は
設
備
の
年
令
上
の
「
編

（
皿
）

成
替
え
過
程
の
作
用
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
．
も
ち
ろ
ん
、
「
編
成
替
え
過
程
の
作
用
」
に
よ
り
、
過
程
の
終
り
に
は
設
備
在
高
は
、

数
量
の
う
え
で
は
最
初
の
設
備
在
高
の
四
・
劃
搾
剖
倍
に
増
大
し
、
そ
れ
と
と
も
に
企
業
の
生
産
能
力
も
増
加
す
る
。
フ
ィ
ー
ト
マ
ン

（
。
…
：
）
の
い
わ
礫
る
「
婆
「
糯
倣
鋤
と
い
う
爵
が
維
持
さ
れ
た
と
き
」
、
１
つ
震
り
「
蟇
状
態
」
に
お
い
て
Ｉ
案

（
Ⅱ
）
 

は
「
？
も
っ
と
●
も
密
度
的
に
」
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ノ
イ
パ
ー
ト
や
ラ
ン
ゲ
ソ
に
し
た
が
っ
て
、
設
備
を
「
利
用
の
貯
蔵
」
と
し
て
と

ら
え
る
な
ら
、
「
編
成
替
え
過
程
の
作
凧
』
と
結
び
つ
い
て
Ｉ
「
全
籠
力
」
は
不
変
で
あ
る
が
１
年
間
給
付
交
付
を
表
季
る
「
期

（
胆
）

間
能
力
」
は
設
備
在
高
の
数
的
増
加
と
同
時
に
増
大
す
る
と
い
っ
て
・
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

が
し
か
し
、
設
備
在
高
や
能
力
の
増
加
が
た
ん
に
設
備
の
年
令
上
の
「
編
成
替
え
過
程
の
作
用
」
の
結
果
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
い
ま

だ
正
し
い
意
味
で
の
拡
張
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
設
備
の
年
令
上
の
「
編
成
替
え
過
程
」
は
、
「
企
業
実
体
」

Ｅ
）
 

（
ご
日
の
目
の
ｐ
Ｂ
ｇ
陶
隅
冒
す
ｍ
Ｂ
ｐ
Ｎ
）
の
増
加
を
と
も
な
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
．
も
っ
と
も
、
過
大
な
あ
る
い
は
早
期
の
減
価
償

（
ｕ
）
 

却
が
行
わ
れ
る
と
、
ハ
ッ
ク
ス
の
い
う
「
真
の
拡
張
効
果
」
が
生
ず
る
し
、
そ
の
式
」
い
「
真
の
拡
張
係
数
」
・
も
容
易
に
計
算
さ
れ
う
る
で

（
巧
）

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
本
質
に
お
い
て
、
利
潤
か
ら
の
投
資
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
関
連
で
、
正
常
な
減
価
俄
却
に
よ
る
自

由
な
資
本
の
追
加
投
資
と
「
真
の
自
己
金
融
」
と
は
理
論
の
う
え
で
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
上
で
は
、
単

純
再
生
産
を
前
提
し
た
う
え
で
の
企
業
評
価
が
問
題
で
あ
る
か
ら
、
「
真
の
自
己
金
融
」
は
考
察
外
に
あ
る
。



す
で
に
み
た
よ
う
に
、
流
動
的
な
倣
却
資
金
が
排
他
的
に
設
備
に
対
す
る
追
加
投
資
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
、
投
寅
あ
る
い
は
設
備
能

力
の
限
界
（
閾
）
Ｉ
い
Ｌ
か
え
る
と
「
均
衡
状
態
」
ｌ
に
到
達
す
る
ま
で
、
鶉
に
対
す
る
投
資
支
出
は
も
は
や
従
来
の
よ
う
に
一

定
の
リ
ズ
ム
で
く
り
か
え
さ
れ
な
い
．
｜
設
備
編
成
替
え
過
程
の
作
用
』
に
よ
り
、
設
備
在
高
や
能
力
朧
ｌ
漸
次
振
幅
を
せ
ば
め
る
と

し
て
も
ｌ
た
え
ず
霊
す
る
．
そ
れ
と
と
も
に
、
経
営
支
出
や
収
入
Ｉ
し
た
が
っ
て
ま
た
予
想
鶉
収
入
Ｉ
も
年
緯
謡
す
る
で

あ
ろ
う
．
か
く
て
、
伝
統
的
に
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
計
算
上
の
仮
定
ｌ
も
っ
と
も
近
い
過
去
に
お
け
る
攪
用
と
収
益
が
将
番
同
じ
大

き
さ
で
生
ず
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
定
は
、
こ
上
で
は
妥
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
か
入
る
饗
用
ｌ
収
益
計
算
を
基
礎
に
し
て

企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
を
測
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
や
ま
っ
た
結
果
に
導
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

流
動
的
な
償
却
資
金
か
ら
の
追
加
投
資
を
考
慮
し
て
、
企
業
の
価
値
を
計
算
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
長
期
計
画
の
作
成
が
必
要
で
あ

（
Ⅳ
）
 

る
。
こ
の
経
済
計
画
は
、
評
価
時
点
ｔ
か
ら
み
て
「
均
衡
状
態
」
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
設
備
在
高
や
能
力
の
主

要
な
変
動
の
終
り
ま
で
の
期
間
を
含
む
べ
き
で
あ
る
．
こ
の
譜
か
ら
、
菫
謡
的
と
な
る
籍
償
却
賃
金
ｌ
当
該
年
度
始
め
に

現
存
す
る
設
備
か
ら
生
ず
る
績
慧
ｌ
、
期
待
さ
れ
た
販
売
可
謹
と
一
致
し
て
詮
さ
れ
る
設
轌
対
す
る
投
資
支
出
、
こ
の
投
資

投
資
叶
算
と
企
案
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

五
七

卿
減
価
償
却
に
よ
っ
て
遊
離
す
る
自
由
な
資
本
が
や
そ
れ
の
生
じ
た
設
備
の
再
調
達
の
た
め
に
の
み
使
用
さ
れ
る
と
》
企
業
に
拘
束

さ
れ
た
資
本
は
、
再
投
資
支
出
の
期
間
ま
で
不
断
に
減
少
し
、
再
投
資
支
出
に
よ
っ
て
再
び
も
と
の
大
き
さ
に
復
帰
し
た
。
こ
れ
に
反
し

て
、
償
却
資
金
が
設
備
に
対
す
る
追
加
投
資
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
企
業
に
つ
ね
に
同
一
額
の
資
本
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
拘
束
さ
れ
た
資
本
額
は
変
動
す
る
が
、
設
備
の
給
付
能
力
は
不
変
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
前
提
は
、
い
ま
や
、
拘
束
さ
れ
た
資

本
額
は
同
一
で
あ
る
が
、
事
情
に
よ
っ
て
は
設
備
の
給
付
能
力
が
変
動
的
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

いI６
．Ｎ￣ 
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国
「
均
衡
状
態
」
に
到
達
し
た
の
ち
に
は
、
設
備
取
替
・
更
新
の
た
め
の
年
間
再
投
資
支
出
と
現
存
設
備
か
ら
流
動
化
す
る
年
間
減

価
償
却
額
と
は
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
「
編
成
替
え
過
程
」
は
す
で
に
終
結
し
、
設
備
在
高
や
能
力
は
以
後
一
定
と
な
る
。
と
と
も
に
１

１
そ
の
他
の
霧
に
し
て
不
変
な
ら
ば
１
年
間
収
入
や
年
間
醤
支
出
も
ラ
ス
；
卜
と
な
る
．
い
霞
年
間
収
入
が
年
閲
収
益
と
、

年
間
経
営
支
出
が
年
間
経
営
費
用
と
一
致
す
る
と
す
れ
ば
、
「
均
衡
状
態
」
に
あ
る
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
は
、
伝
統
的
な
費
用
－
収
益

計
算
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
よ
う
と
あ
る
い
は
支
出
ｌ
収
入
計
算
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
よ
う
と
、
同
じ
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は

こ
の
よ
う
に
し
て
将
来
の
支
出
ｌ
収
入
が
計
画
さ
れ
る
と
、
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
は
、
少
く
と
も
設
備
能
力
の
主
要
な
変
動
期
間

（
］
・
画
』
…
…
こ
）
に
わ
た
っ
て
計
画
さ
れ
た
各
年
の
収
入
（
因
ぽ
願
．
…
…
団
ご
）
、
経
営
支
出
（
』
ご
匹
磐
…
…
樺
篭
）
お
よ
び
設
備
に
対
す
る
投

盗
支
出
（
与
鈩
…
…
毎
）
の
評
価
時
点
へ
の
割
引
と
、
こ
の
期
悶
後
に
生
ず
る
同
一
額
の
ｌ
あ
る
い
は
同
一
綱
と
予
想
さ
れ
る
１

年
間
収
入
、
年
間
経
営
支
出
お
よ
び
設
備
に
対
す
る
年
間
投
資
支
出
の
永
久
年
金
の
公
式
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
、
評
価
時
点
に
割
引
か
れ

た
現
価
か
ら
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
企
業
設
立
後
の
評
価
時
点
＃
に
お
け
る
予
想
的
成
果
価
値
は
、
つ
ぎ
の
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る

五
八

支
出
か
ら
生
ず
る
そ
の
と
き
ど
き
の
設
備
在
両
と
能
力
を
考
え
あ
わ
せ
て
必
要
な
経
営
支
出
、
お
ｆ
ぴ
収
入
が
推
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
経
営
に
と
り
必
要
な
流
動
安
産
在
簡
の
変
動
も
考
臓
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
設
備
能
力
の
変
動
は
、
通
常
、
流
動
資
産
在

向
の
変
動
を
と
も
な
う
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
Ｌ
で
は
簡
単
化
の
た
め
、
経
営
に
と
り
必
要
な
流
動
資
産
在
高
は
不
変
で
あ
る
と

仮
定
し
よ
う
。

で
あ
ろ
う
。

回Ⅱ陣Ⅱ吟Ⅱ伊十腺Ⅱ借Ⅱ陽十………＋固霞Ⅱ辮川喝十個囑ｈＬ窪十、ト匡誹三
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い
ず
れ
に
し
ろ
、
企
業
が
「
均
衡
状
態
」
に
応
じ
た
設
備
構
造
を
装
備
す
る
こ
と
は
、
す
で
庭
述
べ
た
よ
う
に
、
設
備
が
単
一
の
技
術

単
位
の
み
か
ら
な
る
と
き
と
か
、
多
数
の
設
備
が
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
同
一
利
用
期
間
を
も
ち
か
つ
同
一
時
点
で
調
達
・
再
調

達
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
、
あ
る
い
は
設
備
が
分
割
さ
れ
え
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
る
と
き
に
は
、
再
び
、
支
出

ｌ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
謡
ｌ
霞
た
は
調
整
さ
れ
た
費
用
ｌ
収
鐇
計
算
に
よ
る
企
業
薦
ｌ
に
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
．

こ
の
い
み
合
い
か
ら
も
、
支
出
Ｉ
収
入
計
算
に
よ
る
企
業
の
予
想
的
成
果
価
値
の
測
定
は
、
企
業
評
価
の
一
般
的
な
原
則
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

投
資
計
算
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
藤
）

五
九

に
等
し
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
費
用
ｌ
収
益
計
算
に
よ
る
企
業
評
価
が
そ
の
ま
Ｌ
適
用
で
き
る
の
は
、
企
業
の
設
備
構
造
が
年
令
構
成
の
点
で
、

ま
た
そ
れ
に
規
制
さ
れ
て
年
間
再
投
資
支
出
と
年
間
減
価
償
却
額
と
の
間
に
「
均
衡
状
態
」
を
保
持
し
て
い
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
が
Ｌ

る
「
均
衡
状
態
」
は
、
償
却
資
金
の
追
加
投
資
に
よ
る
設
備
の
年
令
上
の
「
編
成
替
え
過
程
の
作
用
」
か
ら
の
み
生
ず
る
と
は
か
ぎ
ら
な

い
．
も
ち
ろ
ん
、
企
業
が
、
は
じ
め
か
ら
「
均
衡
状
態
」
に
照
応
し
た
篇
誓
ｌ
最
適
の
祷
構
造
ｌ
を
形
成
す
る
事
例
も
あ
り

う
る
で
あ
る
シ
辺

計
算
利
子
が
「
調
整
弁
」
と
し
て
作
用
す
る
余
地
は
な
極
｝

そ
の
さ
い
、
設
備
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
資
本
額
は
、
（
巨
四
）
式
に
よ
り
、
「
均
衡
状
態
」
に
あ
る
設
備
の
調
達
価
格
に
い
わ
ゆ
る
「
拡

（
四
）

張
係
数
」
の
逆
値
を
乗
じ
た
も
の
と
等
し
い
筈
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
ノ
イ
パ
ー
ト
は
設
備
の
「
正
常
実
体
」
と
い
う
。
｜
Ｉ
正
常
実
体
」
は

（
鋤
）

ま
た
、
設
備
の
再
生
産
残
存
価
値
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
還
元
剰
余
価
値
」
で
あ
る
暖
簾
価
値
は
、
企
業
の
予
想
的
成
果

価
値
か
ら
、
設
備
の
再
生
産
残
存
価
値
と
霊
資
産
在
高
の
重
産
価
値
ｌ
企
業
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
資
本
額
Ｉ
を
差
引
い
た
も
の

● 
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国
已
・
閂
・
や
得
の
⑪
Ｐ
⑩
。
⑪
画
ト
ー
⑰
鱒
切

（
虹
）
ぐ
ぃ
一
・
戸
。
⑩
、
二
二
の
［
二
日
卯
】
〕
の
】

（
卵
）
『
ぬ
一
・
国
巨
朋
の
ぐ
ｏ
ｐ
Ｃ
Ｃ
］
ず
の
卯
四
・
口
。
。
。
】
、
。
届
魚
・

尻
・
国
口
〆
如
国
口
脚
口
脚
詞
「
】
耳
の
。
営
洩
津
ご
己
冒
田
凹
。
宛
『
ユ
⑩
二
頭
の
ロ
国
口
田
口
Ｎ
＆
⑩
己
○
の
員
。
□
の
ｐ
ご
畠
凹
ロ
ロ
ワ
Ｅ
ｎ
房
□
の
Ｈ
ご
く
】
耳
の
。
豈
四
津
、
ョ
「
】
冊
の
ロ
の
、
房
凶
洋
の
Ｐ

（
四
）
ぐ
媚
一
・
国
・
Ｚ
の
ニ
ヶ
閂
甘
ロ
一
の
因
の
尋
の
『
ロ

ロ
コ
旦
向
『
【
『
画
碩
の
肴
の
耳
や
惇
②
ｍ
Ｐ
⑩
。
⑭
⑬
魚
。

（
過
）
『
胴
一
・
国
囚
洪
⑭
Ｐ
、
．
。
．
。
⑩
。
画
麗

（
ｕ
）
Ｉ
（
西
）
ぐ
院
一
・
国
臼
ｘ
ｍ
Ｐ
罰
・
○
・
画
⑩
・
隈
函
南
・

（
咽
）
『
ぬ
］
。
ご
「
・
切
二
⑫
の
①
ぐ
Ｃ
ｐ
Ｃ
Ｃ
］
す
の
ｍ
Ｄ
の
【
Ｎ
巨
云
ロ
ヨ
〔
、
①
【
［
。
］
ぬ
》
后
弓
・
⑪
。
ｓ
龍
・

（
Ⅳ
）
『
ぬ
』
・
鹿
巨
畷
の
ぐ
。
ロ
Ｄ
Ｃ
』
す
①
北
田
・
ロ
。
。
・
・
の
．
『
「
電
・

（
＄
）
ぐ
銅
一
・
旨
・
ぐ
○
口
⑭
□
口
蔚
『
。
⑮
ゴ
ョ
。
。
⑪
ず
臼
弓
の
『
目
。
宛
Ｅ
ロ
ロ
ン
己
⑫
。
弓
吋
の
】
ず
巨
口
砲
の
Ｐ
Ｎ
夢
司
・
軍
巨
・
］
ぬ
．
こ
＄
》
の
。
』
『
Ｃ
ｌ
酉
目

（
四
）
ぐ
媚
一
・
国
・
Ｚ
の
ニ
ヶ
閂
甘
ロ
一
の
因
の
尋
の
『
目
。
頭
ぐ
○
コ
目
已
巨
印
戸
１
，
巨
員
の
旨
の
｝
］
日
巨
口
頭
の
ニ
ヴ
の
一
缶
ご
ョ
『
の
】
。
｝
］
■
こ
い
の
二
目
「
一
ｍ
。
］
）
の
口
の
臣
す
、
国
目
急
の
Ｈ
【

投
賛
計
蝉
と
企
業
評
価
の
原
理
（
内
瀧
）

戸
。
⑩
、
二
二
の
［
二
日
卯
】
〕
関
尻
四
］
丙
巳
日
○
ユ
の
◎
ず
の
い
ご
、
の
廟
の
江
》
Ｎ
国
〕
・
》
ｇ
・
］
狼
・
苞
邑
⑤
Ｐ
⑩
・
国
『
索
・’
’
九
六
一
隼
八
月
鏑
Ｉ

「
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